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〈就学前教育研究開発委員会〉 

研究主題  
「就学前教育と小学校教育との円滑な接続を図るために  

     ～『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』の共有の工夫～」  
研究の概要 

 平成 29 年３月に告示された幼稚園教育要領、保育所保育指針及び幼保連携型認定こども

園教育・保育要領（以下、「幼稚園教育要領等」と表記。）において、「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」が新たに示された。また、小学校学習指導要領においても「幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導の工夫」について明記された。このことにより、

就学前教育と小学校教育においてこれらの姿を共有することで、今後、一層の円滑な接続を

図ることが求められている。  
 そこで、本研究では、就学前施設と小学校とで「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

を共有して、就学前教育と小学校教育との円滑な接続を図るための具体的な方策として、保

育・授業観察を踏まえた協議会の在り方について研究・開発を行った。本成果物を、就学前

施設と小学校合同、また就学前施設内の研修会や研究会において活用することで、「幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿」を共有し、共通の視点で子供の姿や成長を具体的に捉える

ことができるとともに、子供の成長を見通した指導の工夫・改善につながると考える。  
 

Ⅰ 研究の目的 

  平成 30 年４月より、幼稚園教育要領等が全面実施となった。今回の学習指導要領等の改

訂では、就学前教育から高等学校教育を通して「高等学校を卒業する段階で身に付けておく

べき力は何か」などの観点が共有され、育成すべき資質・能力が三つの柱で共通に示された。

このことにより、学校段階ごとの特徴を踏まえつつ、前の学校段階での教育が次の段階で生

かされるよう、学びの連続性を確保することが求められている。 

  幼稚園教育要領等で、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、就学前教育において

育みたい資質・能力が育まれている幼児の主に５歳児後半に見られる具体的な姿として明確

化されたものである。就学前施設の教職員（以下、「保育者」と表記。）は、遊びの中で幼児

が発達していく姿を、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を念頭に置いて捉え、指導

を行う際に考慮しなくてはならない。 

  また、小学校学習指導要領の総則においても、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

を踏まえた指導を工夫することが明記されている。 

  しかし、就学前教育と小学校教育との円滑な接続を図る上で、就学前施設と小学校におい

て、どのように「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有するとよいのか、その具体

的な方策については示されていない。そこで、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を

手掛かりに、保育者と小学校教師が子供の姿を共有し、就学前教育と小学校教育との円滑な

接続を図るための具体的な方策として、就学前施設と小学校との合同研修会や研究会におけ

る保育・授業観察を踏まえた協議会の在り方を研究・開発する。 
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Ⅱ 研究の方法 

１ 基礎研究 

   文献研究及び事例研究 

 (1) 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の基本的な理解 

 (2) 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有した就学前教育と小学校教育との円滑

な接続の明確化 

 (3) 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の共有の方法の検討 

  【参考文献】 

・ 「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及

び必要な方策等について（答申）」（中央教育審議会 平成 28 年 12 月 21 日） 

・ 幼稚園教育要領（平成 29 年３月）及び幼稚園教育要領解説（平成 30 年２月） 

・ 小学校学習指導要領（平成 29 年３月）及び小学校学習指導要領解説総則編（平成

29 年７月）、小学校学習指導要領解説生活編（平成 29 年７月） 

・ 「就学前教育カリキュラム改訂版ハンドブック【新幼稚園教育要領等対応】」（東京

都教育委員会 平成 30 年３月） 

・ 「横浜版接続期カリキュラム 平成 29 年度版 育ちと学びをつなぐ」（横浜市こど

も青少年局・横浜市教育委員会 平成 30 年３月） 

２ 開発研究 

  「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有し、円滑な接続を図るための協議会には、

以下の３点の開発が有効であると考えた。 

 (1) 保育・授業観察における記録用紙の作成  
   保育者と小学校教師が、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を念頭に置いて、同じ

視点で子供の実態を見取り、学びや育ち、指導方法等について考察し、協議を行う際に、

互いの教育への理解を深めるための共通の資料となることを目的とする。 
 (2) 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を具体化した例示資料の作成  
   「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を、就学前施設における５歳児後半の姿だけ

でなく、小学校入学当初の姿として捉えることで、保育・授業観察において保育者と小学

校教師が共通かつ長期的な見通しをもって、子供の学びや育ちを見取るための視点とする

ことを目的とする。  
 (3) 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を生かした協議会運営例の作成 

   保育者と小学校教師とが、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりとして具

体的な子供の姿やその見取り方について理解を深めたり、共有したりする。また、互いの

教育の違い及び共通点を理解し、自身の指導を振り返り、円滑な接続への意識を高めるこ

とを目的とする。 

３ 検証保育・授業 

  開発研究した(1)～(3)の有効性について、就学前施設５歳児の保育及び小学校第１学年の

授業において実践及び検証を行う。  
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【研究の方法と内容】 

○ 文献研究及び事例研究 

 (1) 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の基本的な理解 

 (2) 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有した就学前教育と小学校教育との

円滑な接続の明確化 

 (3) 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の共有の方法の検討 

○ 開発研究 

 (1) 保育・授業観察における記録用紙の作成 

 (2) 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を具体化した例示資料の作成 

 (3) 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を生かした協議会運営例の作成 

○ 検証保育・授業 

  開発研究した(1)～(3)の有効性について、就学前施設５歳児の保育及び小学校第１学 

 年の授業における実践及び検証 

【研究主題】 

  就学前教育と小学校教育との円滑な接続を図るために 

   ～「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の共有の工夫～ 

４ 研究の構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究仮説】 

 就学前教育と小学校教育との一層の円滑な接続を図るために、保育者と小学校教師が

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有し、子供の姿や成長を具体的に捉えた

指導を工夫・改善することができれば、幼児期に育んだ資質や能力を踏まえて小学校以

降も主体的に自己を発揮し、意欲的に学びや生活に向かう子供の育成につながるであろう。 

【研究の背景】 

【「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の共有に当たっての課題】 

○ 就学前施設と小学校の教育内容や指導方法の違いや共通点、「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」について、互いの理解が十分に深められていない。 

○ 意見交換や合同研修などの機会が限られる。また、協議が十分に深まらない。 

○ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」からイメージする子供の姿がそれぞれ異

なるため、それらを念頭に置いて実際の子供の姿を捉え、指導に生かすことが難しい。 

【幼稚園教育要領等と小学校学習指導要領における接続についての基本的な考え方】 

 

 

 

 

 円滑な接続のために  

 ・ 意見交換や合同の研修の機会の設定 

 ・ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有するなどの連携の推進 

 これらの姿を手掛かりに、就学前

施設と小学校とで子供の成長を共有 

幼稚園教育要領（平成 29 年３月） 
 幼児期にふさわしい生活を通して、 
小学校以降の生活や学習の基盤を育成 

小学校学習指導要領（平成 29 年３月） 
  幼児期の教育を通して育まれた資質・
能力を踏まえて教育活動を実施 

－4－



Ⅲ 研究の内容 

１ 基礎研究  

 (1) 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の基本的な理解 

   「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」について、幼稚園教育要領では、「第２章に示

すねらい及び内容に基づく活動全体を通して資質・能力が育まれている幼児の幼稚園修了

時の具体的な姿であり、教師が指導を行う際に考慮するもの」と示されている。 

   また、その具体的な説明として、幼稚園教育要領解説 第１章 第２節では、「幼稚園の

教師は、遊びの中で幼児が発達していく姿を、『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』を

念頭に置いて捉え、一人一人の発達に必要な体験が得られるような状況をつくったり必要

な援助を行ったりするなど、指導を行う際に考慮することが求められる。（後略）」と示さ

れている。 

   実際の指導において、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」について留意すべきこと

は、幼稚園教育要領及び幼稚園教育要領解説の記述から、次のようにまとめることができる。 
  ○ 到達すべき目標ではない。 

  ○ 個別に取り出して指導されるものではない。 

  ○ 一人一人の発達の特性に応じて、これらの姿が育っていく。 

  ○ 全ての幼児に同じように見られるようになるものではない。 

  ○ ５歳児に突然見られるようになるものではなく、３歳児、４歳児の時期から、幼児

が発達していく方向を意識し、それぞれの時期にふさわしい指導を積み重ねていく必

要がある。 

  ○ 保育者が適切に関わることで、特に就学前施設における生活の中で見られるように

なる幼児の姿である。 

  ○ 就学前教育を通した幼児の成長を就学前教育関係者以外にも、分かりやすく伝える

ことに資するものである。  
   すなわち、就学前施設では、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を視点として幼児

の成長を捉えるだけでなく、小学校教師や保護者、地域等に就学前教育について伝える手

段としての活用の工夫が求められているということである。 

 (2) 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有した就学前教育と小学校教育との円滑

な接続の明確化 

   「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を生かした就学前教育と小学校教育との円滑

な接続について、幼稚園教育要領及び幼稚園教育要領解説、小学校学習指導要領、小学校

学習指導要領解説に記載されている内容を「『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』を

生かした幼児期の教育と小学校教育との接続について」（表１）に整理し、それぞれの教

育における「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の捉え方及び円滑な接続についての

理解を深めた。 

   また、小学校学習指導要領解説生活編 第５章 第２節では、「幼稚園教育要領等に示され

た『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』を手掛かりに、幼児期の実態を理解し、自覚

的な学びとして期待する児童の姿を共有することが出発点となる。」と明記されている。 

   これらを基に、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を生かした就学前教育と小学校

教育との円滑な接続のイメージを図式化したものが、図１である。 
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表１ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を生かした幼児期の教育と小学校教育との

接続について 

幼稚園 小学校 

○ 幼稚園教育要領 第１章総則 第３教育課

程の役割と編成等 ５小学校教育との接続に

当たっての留意事項 

 (2) （前略）小学校の教師との意見交換や合

同の研究の機会などを設け、「幼児期の終わ

りまでに育ってほしい姿」を共有するなど

連携を図り、幼稚園教育と小学校教育との

円滑な接続を図るよう努めるものとする。 
 

 （前略）小学校においては、幼児期の終わり

までに育ってほしい姿を踏まえた指導を工夫す

ることにより、幼児期の教育を通して育まれた

資質・能力を踏まえて教育活動を実施し、児童

が主体的に自己を発揮しながら学びに向かうこ

とが可能となるようにすることとされている。 

 子供の発達と学びの連続性を確保するために 

は、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 

を手掛かりに、幼稚園と小学校の教師が共に幼

児の成長を共有することを通して、幼児期から 

児童期への発達の流れを理解することが大切で 

ある。すなわち、子供の発達を長期的な視点で

捉え、互いの教育内容や指導方法の違いや共通

点について理解を深めることが大切である。 

 また、幼稚園教育と小学校教育の円滑な接続

を図るため、小学校の教師との意見交換や合同

の研究会や研修会、保育・授業観察などを通じ

て連携を図るようにすることが大切である。そ

の際、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

を共有して意見交換を行ったり、事例を持ち寄

って話し合ったりすることなどが考えられる。 

 このように具体的に見られる「幼児期の終わ

りまでに育ってほしい姿」を生かして、幼稚園 

の教師から小学校の教師に幼児の成長や教師の

働き掛けの意図を伝えることが、円滑な接続を

図る上で大切である。（後略） 

○ 小学校学習指導要領 第１章総則 第２教

育課程の編成 ４学校段階等間の接続 

 (1) 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を

踏まえた指導を工夫することにより、幼稚

園教育要領等に基づく幼児期の教育を通し

て育まれた資質・能力を踏まえて教育活動

を実施し、児童が主体的に自己を発揮しな

がら学びに向かうことが可能となるように

すること。 
 

 小学校低学年は、幼児期の教育を通じて身に 

付けたことを生かしながら教科等の学びにつな

ぎ、児童の資質・能力を伸ばしていく時期であ

る。（中略） 

 この幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を

手掛かりに幼稚園の教師等と子供の成長を共有

することを通して、幼児期から児童期への発達

の流れを理解することが大切である。 

 小学校においては、幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿を踏まえた指導を工夫することによ

り児童が主体的に自己を発揮しながら学びに向

かい、幼児期の教育を通して育まれた資質・能

力を更に伸ばしていくことができるようにする

ことが重要である。 

 

○ 小学校学習指導要領 第２章各教科 第１節 

  国語 第３指導計画の作成と内容の取扱い 

 １(7) 低学年においては、（中略）幼稚園教育 

      要領等に示す幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿との関連を考慮すること。（後略） 
 

 幼児期は自発的な活動としての遊びを通し

て、周りの人や物、自然などの環境に体ごと関

わり全身で感じるなど、活動と場、体験と感情

が密接に結び付いている。小学校低学年の児童

は同じような発達の特性をもっており、具体的

な体験を通して感じたことや考えたことなど

を、常に自分なりに組み換えながら学んでいる。

（中略）特に小学校入学当初においては、生活

科を中心に合科的・関連的な指導を行ったり、

児童の生活の流れを大切にして弾力的に時間割

を工夫した指導を行ったりして、幼児期の終わ

りまでに育った姿が発揮できるよう教育課程編

成上の工夫（スタートカリキュラム）が重要で

ある。（後略） 

→ 算数、生活、音楽、図画工作、体育、特別

活動にも同様の記述がある。 

※     内は解説より抜粋、下線は本研究による  
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図１ 就学前教育と小学校教育との円滑な接続のイメージ  
 
   さらに、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を生かした就学前教育と小学校教育と

の円滑な接続のポイントを次のように整理した。  
 ○ 保育者と小学校教師とが、意見交換、合同の研究会・研修会、保育・授業観察等を通

して、子供の育ちについて話し合う機会をもつ。  
 ○ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりにし、留意すべき点を踏まえた

上で、子供の姿や成長、実態を捉えたり、伝えたりする。  
 ○ 就学前施設と小学校とで、子供の生活や教育の方法が異なることによって生じる「幼児

期の終わりまでに育ってほしい姿」からイメージする子供の姿の違いを共有する。  
 ○ 保育者から小学校教師へ、また小学校教師から保育者へ、それぞれに捉えた子供の姿

や成長を基に、指導の意図を伝える。  
 ○ 就学前施設では「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を念頭に置いた指導を、小

学校では「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた指導を工夫し、その関連

を考慮することにより、子供の発達と学びの連続性を見通した教育の充実を図る。その

際、それぞれが以下に留意するとともに、この留意点について、互いの理解を深める。 
・ 就学前施設では、いわゆる小学校教育の先取りや小学校入学期のみの適応指導にな

ることなく、幼児期にふさわしい教育を行う。  
・ 小学校では、入学当初の子供にすでに育まれている資質・能力を踏まえ、その成長の

過程を引き継ぎ、子供が自己を発揮しながら学びに向かえるような指導を工夫する。 
以上の文献研究により、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は幼児期から児童期へ

の発達の流れに位置付いている姿であり、就学前教育と小学校教育との橋渡しの役割を果

たすことが分かった。そのため、就学前教育と小学校教育との円滑な接続を図るためには、

保育者と小学校教師とが子供の育ちや互いの教育を伝え合う際に、共通の言葉として「幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿」を積極的に活用することが重要である。 
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２ 開発研究 

 (1) 保育・授業観察における記録用紙の作成 

   「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有した協議の充実を図るためには、まず、

観察者がこれらの姿と実際の子供の姿との関連を自分なりに捉えて子供の学びや育ちを見

取ることが重要である。そのためには、共通の記録用紙の使用が有効だと考え、「子供の学

び・育ち 発見シート」（図２）を作成した。本シートの構成の意図は次のとおりである。 

  本時のねらい・めあて欄 

 互いの教育への理解を深め、子供の姿を具体的に捉えるためには、観察者が教育の意図

を踏まえて保育・授業を観察することが重要である。そこで、指導案から自ら抜粋し、

書き込むことで、意識が高まると考えた。また、小学校における授業参観時には、「めあ

て」を書き込むことにより、「できた・できなかった」という結果の姿を見取るのではな

く、「めあて」に向かって取り組む過程の姿を捉えやすくなると考えた。 

  メモ（考察・疑問）欄 

 観察後の協議において、自分なりの捉え方や考え方を発信することの重要性を鑑み、

考えを整理したり、気付いたことや考察・疑問等を気軽に記録したりすることが有効な視

点となると考えた。そこで、自由な発想で記録できる配置を工夫した。 

 子供の姿欄 

 観察者が自分なりの形式で自由に記録できるよう、罫線等は省き、広めのスペースを設けた。 

  幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の項目 

 実際の子供の姿と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」とを照らし合わせて記録

を取ることが重要であるため、本項目を設けた。子供の姿欄と並列に配置し、観察者が

自身の記録とこれらの項目とを線で結んだり、印を付けたりすることができると考えた。 

また、観察者が本シートへの記録方法の手掛かりにできるよう、これらのポイントを

踏まえ、「『子供の学び・育ち 発見シート』記録のポイント」（図３）を併せて作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２ 子供の学び・育ち 発見シート  
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図３ 「子供の学び・育ち 発見シート」記録のポイント  

 

 (2) 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を具体化した例示資料の作成  

   幼稚園教育要領等では、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が、「就学前施設にお

ける幼児の主に５歳児後半に見られる具体的な姿」として、一般化した姿を 10 項目で示し

ている。就学前教育と小学校教育との円滑な接続を図る上では、これらの姿を自分なりに

より具体的な姿としてイメージし、実際の子供の姿と照らし合わせることが大切である。

しかし、「示された文言から子供の姿を具体的にイメージしにくい」、「平成 32 年度から小

学校学習指導要領が全面実施となる小学校では、『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』

が、まだあまり知られていない」という声が聞かれる。 

   そこで、保育・授業参観時には、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」のより具体的

な姿の例示が有効であると考え、「『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』を生かした接

続期の育ちイメージ」（表２）を作成した。本表のポイントは以下のとおりである。  
 ○ 本表は、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の解説ではなく、保育者と小学校

教師が合同で保育・授業参観や協議を行う際に、具体的な子供の姿や学びや育ちを見

取る際の補助資料としての活用を前提として作成している。  
  ○ 各項目で、「・」で始まる姿は、主に幼児期に見られる具体的な姿を、「➡」で始ま

る姿（網掛け部分）は、幼児期の経験や幼児期に育まれた力が、小学校で生かされて

いる姿を、それぞれ示している。両視点の姿を示すことで、保育者と小学校教師が互い

に「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を具体的にイメージしやすくなると考える。 
  ○ 本表は、本研究用に作成したものであるため、就学前施設や小学校、また地域の子

供の実態に応じた具体的な姿を独自に作成すると、より協議が深まると考える。  
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表２ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を生かした接続期の育ちイメージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
留意事項  〇 到達すべき目標ではない。                   〇 個別に取り出して指導するものではない。   

         〇 全ての幼児に同じように見られるものではない。  〇 ５歳児に突然見られるようになるものではない。 

～保育者と小学校教師が接続期の子供の学び・育ちを共有するために～ 
※ 保育者と小学校教師が「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を、子供の姿と照らし合わせて、より具体的に

イメージして捉えられるよう、本研究が作成。（➡    は小学校入学当初の姿）  

健
康
な
心
と
体 

・ 安心して自己を発揮し、やりたいことに向かって心と体を十分に働かせ、見通しをもって行

動しようとする。 

・ 自ら進んで体を動かして多様な動きを楽しみ、健康で安全な生活に必要なことを考えて行動

しようとする。 

➡ 時間割を含め、生活の流れが分かり、見通しをもって自ら行動したり、安全に気を付けて登

下校したりしようとする。 

➡ 他の子供と楽しく過ごし、伸び伸びと行動しようとする。 

自
立
心 

・ 自分がやりたいことやしなければならないことを考え、自分で選択しながら、自信をもって

行動しようとする。 

・ 自分なりに考えたり、友達から学んだりし、試行錯誤しながら、少し難しいことにも諦めず

に挑戦しようとする。 

➡ 身の回りのことに積極的に取り組み、生活や学習での課題を自分なりに受け止めようとする。 

➡ 分からないことや難しいことを自分で考えたり、教師や友達に聞いたりしながら、粘り強く

取り組もうとする。 

協
同
性 

・ 友達との関わりを広げ、深める中で、自分らしさを発揮したり、友達のよさに気付いたりし

ながら、意欲的に生活しようとする。 

・ 友達と協力する楽しさやよさを実感し、互いの満足につながるよう、試行錯誤しながら共通

の目的に向かって取り組もうとする。  
➡ 自分の力を発揮し、友達と共通の目的に向かって、協力したり、学び合ったりしようとする。 

道
徳
性
・

規
範
意
識

の
芽
生
え 

・ 友達と様々な体験を重ねることで人間関係を深め、ルールの必要性が分かったり、自分と友

達の気持ちを調整して折り合いをつけたりしながら、友達と一緒に心地よく生活しようとする。 

・ 葛藤やつまずきを乗り越える体験を通して、物事の善悪が分かり、考えて行動しようとする。 

➡ 初めての環境でも、気持ちや行動を自律的に調整して、学校生活を楽しくしようとする。 

社
会
生
活
と
の 

関
わ
り 

・ 保育者や家族、友達、地域の方等と触れ合い、親しみをもつ中で、相手を大切に思ったり、

相手のために役に立つ言動をとったりしようとする。 

・ 地域や季節の行事に興味・関心をもって参加し、自分だけでは気付かなかったことを知り、

情報を伝え合う面白さを感じて、遊びに取り入れようとしたり、関心のあることについて調べ

ようとしたりする。 

➡ 相手の状況を考えながら、様々な人と関わろうとしたり、関心のある情報に気付いて積極的

に取り入れようとしたりする。 

思
考
力
の 

芽
生
え 

・ 身の回りの事象に興味・関心や好奇心をもって関わり、物の性質や仕組みなどを考え、予測

したり、工夫したりしながら、自ら探求しようとする。 

・ 自分と異なる考えを取り入れ、新たな気付きを得ようとしたり、自分の考えをよりよいもの

にしようとしたりする。 

➡ 環境や教科等の学習に興味・関心をもって主体的に関わり、問題を解決しようとする。 

自
然
と
の 

関
わ
り
・ 

生
命
尊
重 

・ 直接的な自然体験を十分に積み重ね、感じる、変化に気付く、言葉にする、遊びに取り入れ

るなどして、自分の遊びや生活をより楽しもうとする。 

・ 身近な動植物の世話を通して、生命の存在や不思議さを感じ、接し方を考え、大切にしよう

とする。 

➡ 自然の事物や現象について関心をもち、その理解を確かなものにしようとする。 

数
量
や
図
形
、
標

識
や
文
字
な
ど
へ

の
関
心
・
感
覚

 

・ 遊びや生活の中で、自分たちに関係のある数量、長短、広さや速さ、図形の特徴などに関心

をもち、数えたり、比べたり、組み合わせたりしようとする。 

・ 数で表すと明確になること、文字や標識が言葉や意味を表したり、相手とつながる役割を果

たしたりすることに気付き、興味や必要感をもって自分たちの遊びや生活の中で使おうとする。 

➡ 学習に興味・関心をもって取り組み、実感を伴った理解をし、学んだことを生活の中で活用

しようとする。 

言
葉
に

よ
る
伝

え
合
い 

・ 伝える相手や状況に応じて、分かりやすい言葉を選んだり、相手の話を注意して聞いて理解

したりするなどして、言葉で伝え合おうとする。 

・ 絵本や物語などを通して豊かな言葉や表現に触れ、様々な言葉を使おうとする。 

➡ 初めての環境でも、自分の思いや考えを言葉にして表し、新たな人間関係を築こうとする。 

豊
か
な

感
性
と

表
現 

・ 様々なことに心を動かしながら表現する楽しさを味わい、身近にある素材の特徴や表現の仕

方に気付き、感じたことや考えたことを自分なりに表現しようとする。 

・ 友達同士で一緒に工夫して表現し、より多様に表現できるようになる過程を楽しもうとする。 

➡ 自分の気持ちや考えを適切に表現する方法を選択し、自信をもって表現しようとする。  
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(3) 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を生かした協議会運営例の作成  
     就学前施設と小学校における子供の生活や教育の方法の違いから生じる「幼児期の終わ

りまでに育ってほしい姿」からイメージする子供の姿が異なるからこそ、これらの姿を共

有した協議には、大きな意義がある。協議内容から指導を振り返ったり、他の考え方を知っ

たりすることで、今後の指導の工夫・改善につなげていくことが大切である。  
そこで、協議内容をそれぞれが記録し、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を生

かした就学前教育と小学校教育との円滑な接続への意識を高められるよう、「子供の学

び・育ち 共有シート」（図４）を作成した。また、互いの考えを視覚的に共有すること

で協議が充実するよう、「協議用ワークシート」（図５）を作成した。そして、図２から図

５を用いた協議会の運営例として、「『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』を共有した

協議会の進め方」（図６）を作成した。本運営例のポイントは次のとおりである。  
 ○ 観察者全員が自分なりの考えを提示、発言し、互いの考え方や教育の意図を確認し

たり、違いに気付いたりできるよう、協議内容を次の２点に焦点化する。  
・ 「ねらい・めあてにつながる」、または「ねらい・めあての達成に近付いている」

と自分なりに捉えた、具体的な子供の姿  
・ その姿を引き出した、教師の援助・指導（環境の構成・教材・言葉掛け等）  

 ○ 「子供の学び・育ち 共有シート」には、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

を併記し、協議中に理解が深まった項目に印を付けることができる。  
 ○ 「協議用ワークシート」には幼稚園教育要領等に示されている「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」の文言を記し、協議の視点の参考とする。  
 ○ 協議の具体的な進め方は、参会者の経験年数や職種により選択できるよう、複数例

を検討・検証し、例示している。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図４ 子供の学び・育ち 共有シート  
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図５ 協議用ワークシート 
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個人用記録用紙 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有した協議会の進め方】 

１ 準備物                             

(1) 指導案 

(2) 個人用記録用紙…観察者の人数分 

Ａ３用紙に両面印刷で以下三つの図・表を右図のように印刷 

① 図２ 子供の学び・育ち 発見シート 

② 図３ 「子供の学び・育ち 発見シート」記録のポイント 

③ 表２ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を生かし 

 た接続期の育ちのイメージ 

(3) 図５ 協議用ワークシート…協議グループ数分 

Ａ３用紙に片面印刷 

(4) 図４ 子供の学び・育ち 共有シート…観察者の人数分 

Ａ４用紙に片面印刷 

(5) ７.５㎝×２.５㎝の付箋…観察者の人数分 

   ２色各１枚の計２枚で１セット                         

２ 保育・授業観察の前に行うこと 

 (1) 指導案と個人用記録用紙を配布する。 

 (2) 観察者に個人用記録用紙上の、図３「『子供の学び・育ち 発見シート』記録のポイン

ト」を基に、図２「子供の学び・育ち 発見シート」への記録方法として以下の４点を伝える。 

 ● ねらい・めあて欄に、指導案から本時のねらい、もしくはめあてを記入すること。 

 ● 子供の姿欄には、表２「『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』を生かした接続期の

育ちのイメージ」を参考に、実際の保育・授業を観察して具体的に見られる姿を記録す

ること。 

    

 

 

 

 
 

 ● 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の項目は、子供の姿欄に記録した姿が、各項目

へつながると感じられた際に、線でつなぐなどすること。 

 ● メモ（考察・疑問）欄は、自由に使ってよいが、協議会で自身の子供の姿の捉え方や

考え方等を伝える際に提示できるよう、子供の姿や指導で気になったポイントや疑問点

を記入すると効果的であること。 

 

 

 
 

３ 保育・授業観察 

４ 個人ワークを行う（５～10 分間）  

 (1) 付箋を１人につき、各色１枚ずつ配布する。（例：ピンク１枚と黄色１枚） 

 (2) 観察者は、「子供の学び・育ち 発見シート」の記録から、以下の２点を付箋に記入する。 

  

 

  

  

 

図６－１ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有した協議会の進め方 

表面 

 

白 紙 

 

(メモ用) 

図３ 
「子供の学び・育
ち 発見シート」
記録のポイント 
 
 
 
 

裏面 
表２ 
「幼児期の終わ 
りまでに育って 
ほしい姿」を生 
かした接続期の 
育ちのイメージ 

図２  
子供の学び・育 
ち 発見シート 

 

・ 気付いたことや疑問に感じたこと 

・ その姿を引き出したり支えたりしている教師の援助や環境構成 

・ 就学前施設と小学校における指導の違いや可能性 など 

  

・ ねらいやめあてにつながっている、また達成に近付いていると見取った姿 

・ 子供の育ち（このような学びをしている、こういう力が育っている）を感じた姿 

・ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が表れていると感じた姿 

・ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」につながる力が、保育・授業の中で発

揮されていると感じた姿 など 

 

・ ピンクの付箋：観察者自身がねらいやめあてにつながる、もしくは達成したと

見取った、感じられた子供の姿 

・ 黄 色 の 付 箋：ねらいにつながる子供の姿を引き出したり、支えたりしたと考

えられる教師の援助・指導、環境の構成・教材 

メモ（考察・疑問）欄の記入例 

子供の姿欄の記入例 

付箋の記入例 
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５ グループ協議（20～30 分間）   ※ グループは４～６人程度が協議しやすい。 

 (1) 「協議用ワークシート」を１グループにつき１枚、「子供の学び・育ち 共有シート」

を１人につき１枚配布する。 

 (2) 観察者がそれぞれに記入した付箋を、「協議用ワークシート」の「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」の欄を活用して貼り付けながら、協議を行う。 

   付箋の貼り方、協議の進め方には、以下の方法が考えられるため、観察者の経験年数

や職種などによって選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 (3) 協議中は、「子供の学び・育ち 共有シート」に、 

  ・ 新たに気付いたこと 

  ・ 共感を得られたこと 

  ・ 子供の学びや育ちをより伸ばすための指導のポイント 

  ・ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の捉え方   などを記入する。 

また、自分なりに理解が深まった幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の項目を丸で

囲む。 

６ 振り返り（10～15 分間） 

 協議を受けて、明日からの自分の学級における指導に生かしたいと感じたこと（工夫・

改善のための手だて）を「子供の学び・育ち 共有シート」に記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－２ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有した協議会の進め方 

 

例１ １人ずつ順に、付箋を示しながら自分の考

えを発表し、その内容についてグループで協

議することを繰り返す。 

 

 

 
 

例２ 全員が一度に各々で考えた「幼児期の終わ

りまでに育ってほしい姿」の項目に付箋を貼

り、それらを基に協議の視点を決め、全体を

見通して協議を行う。 

 

付箋の貼り方 
 

・ 「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿」の中で、多く付箋が貼られ

た項目、または、多く見られた子供

の姿について共有する。 

・ 他の観察者の考え方を聞いたり、

感じたことなどを伝え合ったりし

て、「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿」の中で、自分とは異なる見

取り方や捉え方、考え方を知る。 

・ 記録した子供の姿で、「気になった

こと」について、様々な見取り方や

考え方を知る機会とするために、疑

問点を出し合い、互いの考えを述べ

合う。 

協議の進め方 

・ どの姿につながる子供の姿なのか、判断しにく

い場合は、一番近いと思われる場所や、関わりの

ある項目の間に貼るなどして、協議する。 

・ 付箋を貼る場所を決定することを目的とするの

ではなく、それぞれの考え方を引き出して、協議

することを大切にする。 

・ 「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿」の全項目に触れることを目

的とするのではなく、協議の視点と

して共有する。 

 具体的な子供の姿からどのような育ちが読み

取れるのか、多面的・多角的な見方につながりや

すいが、時間配分に留意する必要がある。 

 観察者それぞれの考え方が一度に明らかにな

り、その状況から協議の視点をグループで決める

ことができるが、話のきっかけをどこにもつとよ

いか、迷いが生じる可能性がある。 

 

・ ５分程度、個人で振り返りを行ったのち、グループで 10 分程度、発表し合う。 

 

 
 

・ ５～10 分程度、個人で振り返りを行う。 

 

振り返りの方法 

 他の人の指導の工夫・改善点を知ることにより、さらに自身の指導に生かせるこ

とを見付けることができる。 

 ゆっくりと自分なりの考えをまとめ、より具体的な振り返りにつなげることがで

きる。 
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３ 検証保育・授業 

 (1) 目的  
   開発研究した「子供の学び・育ち 発見シート」及び「『幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿』を生かした接続期の育ちイメージ」を活用した保育・授業観察とともに、「協議用

ワークシート」、「子供の学び・育ち 共有シート」を活用した協議会を実践することによ

り、その有効性について検証した。  
 (2) 検証保育（都内幼稚園  ３年保育５歳児  ９月 ） 

 ア 本時のねらい（指導案からの抜粋） 

   ◯ 友達と誘い合い、やりたい遊びを見付け、同じイメージをもって遊ぶ楽しさを感じる。 

   ◯ 友達と一緒に遊びに必要な物を考えて作ったり、作った物を使って遊んだりする楽

しさを感じる。 

イ 当日の幼児の様子 

   遊戯室にて、学級の幼児全員が、積み木や巧技台、ゲームボックスなどで、それぞれに

遊びの場を構成して遊んでいた。それぞれの場には、３〜６名の幼児が集まっており、場

ごとに、「海賊船ごっこ」、「レストランごっこ」、「ままごと」、「バーベキューごっこ」な

どのイメージを共有していた。「バーベキューごっこ」では、レジャーシートを用いて、

テントに見立てた場所を作り、そのそばで、身近な材料で作った様々な食材を網の上にの

せ、焼いて食べる遊びを楽しんでいた。「レストランごっこ」では、テーブルを用意し、

客役の友達を接待し、ジュースを注ぐ、 
  メニューを口頭で説明して注文を受

ける、食べ物を提供する、というや

り取りを繰り返していた。  
 ウ 協議内容  

観察者それぞれが保育観察を通

して捉えた「ねらいにつながる幼児

の姿」と、その姿を支えた教師の援

助・環境構成を基に「幼児期の終わ

りまでに育ってほしい姿」を視点と

した協議を行った。  
  Ａ保育者 

Ｂ児が段ボール箱を自分の使い

たい大きさに組み立てようと、折り

曲げたり、開かないようにセロハン

テープで留めようとしたりして試行

錯誤する姿は、必要なものを自分で

用意しようとしているため、【自立心】

につながる姿として捉えた。 

また、その際に、セロハンテープを 
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貼る向きを縦にしたり横にしたりしながら、段ボールをセロハンテープで留めるのは時間

がかかり、うまくいかないことを感じ始めている姿が見られたため、【思考力の芽生え】に

もつながると考える。 

Ｃ保育者 

「バーべキューごっこ」をしていたＤ児らが、割り箸を串に見立て、

その周りにティッシュペーパーをふんわりと丸めて巻きつけ、「焼きマシュ

マロ」を工夫して作る姿は、【豊かな感性と表現】につながると考えた。 

適切な方法を自分なりに考え、豊かに表現する力は、今後の学びにつながるのではないか。 

Ｅ小学校教師 

Ｃ保育者が見取った姿は、Ｄ児らが家庭で経験したことを遊びに取り入れて再現してい

る姿であるため、【社会生活との関わり】につながると考えた。関心のある情報を積極的に

取り入れる力は深い学びにつながるため、体験を通した学びの大切さを実感した。また、

「レストランごっこ」をしていたＦ児は、客が来ないため、しばらく考えた後、メニュー

表を作り、それを持って友達に示しながら、「出前もできます」と誘っていた。自分の遊び

を友達に伝えるために、必要感をもってメニューを作る姿は、【数量や図形、標識や文字な

どへの関心・感覚】につながる姿であると捉えた。 

  Ｇ保育者 

   Ｅ小学校教師が捉えた姿は、「メニューを作るとお客さんが来てくれるのではないか」と

自ら考えた上での行動なので、【自立心】にもつながるのではないか。また、メニューを

作る材料が準備されており、幼児は考えたことをすぐに行動に移すことができるので、幼

児の遊びと環境構成との関連が大きいと感じた。 

  Ｈ保育者 

   Ｄ児は、「レストランごっこ」を一緒にしている友達以外ともレストランごっこを楽しみ 

  たいと考えたのではないか。そのため、【協同性】につながると考えることができる。また、 

友達と会話をし

ながら、役割分担

をし、新しい工夫

が生まれて遊び

が深まっていく

様子に【自立心】

の育ちを感じる。

互いの遊びの場

が見合える環境

だったため、Ｄ児

は友達を誘うこ

とができたので

は な い か 。  
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エ 協議を通して分かったこと  
保育者  小学校教師  

 それぞれに異なる遊びの場面で幼児を観
察したが、それぞれが捉えた幼児の姿と「幼
児期の終わりまでに育ってほしい姿」とのつ
ながりを協議でき、一つの姿が様々な「幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿」につなが
ることが可視化された。 
 幼児が園外で経験していることや休日の
出来事を聞いたり、地域のイベントを把握し
たりし、その経験を取り入れた遊びを楽しめ
るような環境構成をすると、指導の可能性を
広げることができるのではないか。 
 自身の子供の育ちの捉え方の傾向や偏り
に気付かされ、新たな指導及び幼児を見取る
際の視点を広げることにつながった。  

 生活科との関連から、子供の姿からは【社
会生活との関わり】の力が想像しやすい。
経験したことを遊びに取り入れて楽しんで
いる姿を見て、このような就学前教育にお
ける経験を生活科の学習に生かすために
は、児童自身が必要性を感じ、考えたり試
したり、工夫したりする時間を保障するこ
とも必要だが、初めから友達と会話をしな
がら思考をまとめていくような指導方法を
授業に取り入れられないかと考えた。 
 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
を生かし、様々な視点から子供の育ちを見
取ることは、入学当初の指導方法の工夫・
改善に生かせると感じた。  

共有したこと 

 保育者と小学校教師では、観察する視点が全く異なることが分かった。幼児の姿を丁寧
に見取り、見えている姿の背景にあるものを、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
を視点として考察することで、幼児の姿を多面的・多角的に捉えることができ、より深い
幼児理解につなげることができる。このことは就学前施設と小学校いずれの指導において
も重要であることを確認し、互いの指導方法への理解が深まった。 

(3) 検証授業（都内小学校 １年生国語科  11 月 ） 

 ア 単元名「ことばを見付けよう」（指導案からの抜粋） 

    本 時 の 目 標： 言葉遊びを通して、文字を組み合わせると意味のある言葉になるこ

とに気付くことができる。  
    本時のめあて： ことばあそびをたのしもう  
    学 習 活 動： 教科書の一文を読み、言葉遊びの意味を理解する。空欄に入る言葉

を考え、文を完成させる。自分でも言葉遊びの文を作成した後、友達

と交流し、言葉遊びを楽しむ。  
イ 当日の児童の様子 

   本時のめあて「ことばあそびをたのしもう」が提示されると、「今日は何をするの」、「楽

しみ」などと発言した。教科書の内容に沿って教師と確認すると、言葉遊びの意味が分か

り、「自分で作りたい」と意欲的に発言し、「すいか
・ ・ ・

のなかにいか
・ ・

がある」のような文を作

り、短冊に書いた。その一方で、言葉遊びの意味が理解できず、「ほしのなかに目がある」

という文を作る児童もいた。そのような児童に対して、「これは言葉遊びにならないから、

変えた方がいいよ」と教える児童もいた。次第に文を作ることが楽しくなり、短冊をどん

どん増やす児童、短冊を見せ合って友達と音読する児童がいた。学習の最後には、「もっと

作りたい」、「保護者に見せたい」という言葉が聞かれた。  
 ウ 協議内容  

  観察者それぞれが授業観察を通して捉えた「めあての達成につながる児童の姿」と、そ

の姿を支えた教師の指導を基に「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を視点に協議した。 
  Ｉ保育者  

  友達同士で、自分で考えた言葉遊びの文を伝え合う時間を設定することで、「あさがおの  
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 中におにがいる」という文を友達に

「変えた方がいい」と言われ、自ら

言葉遊びの意味を考え、書き直そう

とする姿が見られた。相手の言葉を

聞き、自分の考えと照らし合わせ、

もう一度考え直す姿を【言葉による

伝え合い】、【思考力の芽生え】につ

ながると捉えた。友達との言葉の伝

え合いや、自分と異なる考えを取り

入れ、新たな気付きを得る力が積み

重なっていると感じた。  
  Ｊ保育者  

 Ｉ保育者と同じ場面で、Ｋ児が授

業観察に来ていた校長の存在から、

「こう
・ ・

ちょ
・ ・

う
・

せんせいの中に、ちょ
・ ・

う
・

がいる」という文を考えた姿と、 
そのことを校長に伝えようとして

いる姿から、【言葉による伝え合い】

だけでなく、【豊かな感性と表現】

につながる姿と捉えた。  
 Ｌ保育者  

   校長の存在を自身の文章に取り入れる姿は、日常的な校長との関わりにおいて親しみを

感じているためであり、【社会生活との関わり】につながるのではないか。また、Ｍ児が

「『いわし
・ ・ ・

の中にいわ
・ ・

がいる』は、（文末が）おかしいのではないか」と気付いたことを、

教師ではなく、後ろの席の友達に投げかけていた。「ことばあそびをたのしもう」というめあてに 

向かい、自分の力

を発揮したり、友

達と協力して解

決しようとした

りしている姿か

ら、【自立心】や

【協同性】につな

がる姿であると

捉えた。 
  Ｎ小学校教師  
   その姿を、Ｌ

保育者のように

【協同性】と捉え

る意識はなかっ 
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た。友達と関わりを深め、自分らしさを発揮しながら意欲的に生活する力の積み重ねの成果は

感じた。【協同性】と【言葉による伝え合い】との違いをより深く考えられると、就学前施設と

小学校の互いの教育のつながりに近付けるのではないか。  
  Ｏ小学校教師  
   保育者との協議を通して、子供の姿を多面的・多角的に捉えられ、小学校教師の評価の  
  仕方が変わるのではないかと感じた。「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を視点で考

察することで、言葉遊びの文が「できた・できない」という結果に着目するのではなく、

「ことばあそびをたのしもう」というめあてに立ち返り、子供の育ちの過程を個々のよさ

として捉えることができ、就学前施設での育ちが小学校の学びにつながることを実感した。

今回、捉えた子供の育ちやよさを生かし、自己を発揮し、意欲的に学びや生活に向かう子

供を育てるためには、就学前施設と小学校それぞれの実態に合った教育方法での指導を考

えていく必要がある。  
エ 協議を通して分かったこと  

保育者  小学校教師  
 就学前教育での意図的な経験の積み重ねや友達
とのつながりが、小学校教育の基盤となることを実
感した。就学前教育でどのように資質・能力を育み、
小学校教育へと接続するかを具体的に考え、指導に
生かすことが必要であることを認識した。 
 国語は【言葉による伝え合い】、【数量や図形、標
識や文字などへの関心・感覚】の姿を想像しがちだ
が、児童の具体的な姿により、その育ちつつある姿
の様々な可能性を見取り、「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」を使って、小学校教師に伝えるこ
とが円滑な接続につながる。 
 また「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を
使い、小学校教師の考え方を知ることは、小学校の
学習内容の理解にもつながった。これらのことか
ら、保育の工夫や改善において、幼児期に実際に
様々なものを見たり触れたりしながら、周囲を取り
巻く環境を、言葉と結び付ける指導を積み重ねてい
くことが、小学校に生かされていくと考えた。  

 子供一人一人の育ちを丁寧に捉え
て指導に生かす就学前教育と、到達
目標を定めて、指導方法を丁寧に考
えていく小学校教育とでは、指導の
形態が異なるが、小学校でもめあて
に立ち返り、「できた・できない」と
いう結果のみを評価するだけではな
く、子供の育ちやその子供なりのよ
さが発揮されているかを見取ってい
くことの意義を確認できた。 
 就学前施設は「ねらいにつながる」
と表現し、小学校は「ねらいが達成
される」と表現することが分かり、
小学校では、結果だけでなく、ねら
いに向かう過程の児童の姿にも着目
し、指導を工夫したい。  

共有したこと 

 小学校教師はねらいに向けての指導方法が豊富で、子供の姿に応じて意図的に発問して
いる。保育者は子供の心情を丁寧に読み取り、個々の心の育ちを評価している。協議を通
して互いの専門性を伝え合うことが、接続期の子供の成長を見通した指導の工夫や改善に
つながる。円滑な接続のために、保育者と小学校教師が互いの指導方法の特徴やよさにつ
いて理解を深め、保育や授業の改善につなげることが必要である。 

 (4) 考察 

   検証保育及び授業を行い、改めて保育者と小学校教師とでは、子供の姿の捉え方や指導

方法の違いがあることを実感した。しかし、両者をつなぐ言葉として、「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」を共有し、共通の記録用紙を活用して、互いの教育の考え方を、成

長の過程にある子供の姿で捉え、協議することに大きな意義がある。 

 ◯ 「幼児の学び・育ち 発見シート」のメモ欄は、疑問や考察、環境や援助のポイントな

ど、観察者独自の視点で自由に記録ができ、有効であった。また、記録する内容を固定し

ないことで、それぞれの視点を生かすことができ、子供に対する見方や考え方が広がった。  
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 ◯ 「『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』を生かした接続期の育ちイメージ」は例示で

あるため、幼稚園教育要領等に立ち返り、各園・校、地域の実態に応じて、より具体的な

子供の姿を考えることができると子供の育ちを見通しやすくなると考える。  
 ◯ ねらいにつながる姿と、その姿につながる環境や援助を付箋に書いて「協議用ワークシート」

に貼ることで、協議の視点が視覚化され、協議内容が焦点化されたため、内容の深まりが

見られ効率的であった。また、このことにより「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

を視点として、子供の実態に応じた意図的・計画的な保育・授業を考えることも有効であった。 
 ◯ 付箋に書いた内容がどの姿に当てはまるのかを決めるための協議ではなく、保育者と小

学校教師、また保育者同士がそれぞれの考え方を共有することが目的であるため、観察場

面が異なっても、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有することにより、協議が

深まった。また逆に、同じ場面でも様々な見取り方があり、理解を深めることができた。  
Ⅳ 研究のまとめ 

１ 成果 

 (1) 子供の育ちの共有 

   就学前施設と小学校とでは子供の育ちを捉える視点に違いが生じるが、成果物の活用に

より、常に共通の視点を意識しながら保育・授業観察ができた。そして、「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」という共通の視点で子供の姿を捉えることで、協議において、子供

の育ちや学びの連続性を踏まえた子供の姿の共有につながった。  
 (2) 多面的・多角的な子供理解 

   「協議用ワークシート」に子供の姿を貼り出していくことで、「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿」と子供の姿との関連は、10 の項目別に見られるのではなく、それぞれの姿が

相互に関連し合っていることが分かり、多面的・多角的に子供の学びや育ちを捉えること

ができた。また、就学前教育と小学校教育のそれぞれの特徴を踏まえながら、子供の見取

りについて協議することで、新たな子供の育ちや学び、可能性に気付き合うことができた。  
 (3) 就学前教育と小学校教育との円滑な接続につながる指導の改善 

   保育者と小学校教師が子供の育ちを共有したり、多面的・多角的に子供の姿を理解した

りすることで、就学前施設から小学校までの育ちの見通しをもった指導を意識することが

できた。さらに、「子供の学び・育ち 共有シート」の協議内容を明日からの自分の学級

で生かしていくために欄を活用することで、自らの指導を振り返り、具体的な指導の改善

につながる視点を得ることができた。  
２ 課題と今後に向けて 

 ○ 成果物をより多くの保育者や小学校教師が活用できるよう周知し、合同の研修会や観察

の機会における活用を促して、実践を重ねることで、より活用しやすく、保育者と小学校

教師とで互いの教育についての理解を深められるものとなるよう、精度を高めていく。  
 ○ 観察や協議会後に保育者や小学校教師の指導がどのように改善されたか、またそのこと

により、子供の姿がどのように変容したかなどを継続して検証する必要がある。具体的な

指導改善につながる活用方法についても検証を重ね、円滑な接続を図るための指導の更な

る充実を図る。  
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<特別支援教育研究開発委員会>   

研究主題 

特別支援学校における外国語教育に関する指導内容・方法の研究・開発 

 

研究の概要 

グローバル化が急速に進展する現在の国際社会で生きる子供たちにとって、外国語によるコ

ミュニケーション能力の育成は、生涯にわたる大きな課題となっている。また、異文化理解や

異文化間での人々の交流がますます重要になっていく中で、国際的に活用されている英語力の

向上は、日本の将来にとって喫緊の課題であると考えられる。 

このような社会の変化の中で、特別支援学校においても、実際のコミュニケーションを行う

言語活動を一層重視し、小・中・高等部を通じて、積極的に英語を使おうとする態度を育成す

るとともに、英語を用いてコミュニケーションを図る体験を積むことが求められている。 

 しかし、障害のある児童・生徒に異文化の言語である外国語を学ばせることや、外国語によ 

るコミュニケーション力を向上させるためには、児童・生徒の実態に応じた学習環境を整えつ 

つ、障害の特性に応じた指導内容や方法をさらに創意工夫する必要がある。 

そこで、本研究では、特別支援学校の外国語教育において、障害の状態や特性に応じた外国

語活動及び外国語の効果的な指導内容及び指導方法を研究・開発する。また、その際、児童・

生徒一人一人の学習上・行動上の困難さを改善・克服するための領域である自立活動の視点を

取り入れ、外国語を学ぶ上での効果的な手だてを明らかにしていく。障害のある児童・生徒は、

各教科等において育まれる資質・能力の育成につまづきが生じやすいため、児童・生徒の調和

的な発達を支える領域である自立活動に着目する必要があると考えた。 

第一に、基礎研究として、外国語活動及び外国語において、視覚障害、聴覚障害、肢体不自 

由、病弱、知的障害それぞれにおける学習上の困難さについて、自立活動の６区分に基づき整

理し、授業の目標を達成させる上で、障害特性に応じてどのような手だてが効果的かを考察し、

まとめた。 

 次に、実践研究として、基礎研究で整理した外国語活動及び外国語における障害による困難

さ及び効果的な手だての表を基に、「自立活動と各教科等の関連を整理するシート（以下、「関

連シート」という）」を活用し、自立活動の視点から、障害による学習上の困難さに応じた手だ

てを工夫することが、指導目標を達成する上で効果的であったかを検証した。 

 検証授業の結果から、例えば、聴覚障害のある生徒には、通常の授業で使用している手話や 

口話ではなく、「読む・書く」活動をコミュニケーション手段の中心とし、授業の評価を生徒が 

記入したワークシートに基づいて行う指導方法を開発した。また、肢体不自由で身体に麻痺の 

ある児童を対象とした授業では、英語を「聞く」活動を多く取り入れ、表出は児童の微細な動 

きにも反応する ICT 機器を活用する指導方法等を開発することができた。 

また、知的障害の実践からは、「学習によって得た知識や技能が断片的になりやすく、実際の 

生活の場面の中で生かすことが難しい」という特性に応じて、児童・生徒の生活に身近で興味・

関心が高く、生活に生かされやすい語彙や表現を整理し、具体的な指導内容としてまとめた。 
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Ⅰ 研究の目的 

 社会の急速なグローバル化の進展の中で、外国語教育の一層の充実は、我が国にとって  

極めて重要な課題である。現在、人々が外国語を使用する機会は限られているものの、東京

2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の開催準備を契機として、国民一人一人が、様々

な社会的・職業的な場面において、外国語を用いたコミュニケーションを行う機会が格段に

増えることが予想される。小学校学習指導要領（平成 29 年３月）において、中学年に外国語

活動、高学年に外国語科が導入されたように、生涯にわたって活用できる基礎的なコミュニ

ケーションの能力や態度を小学校段階から育成していくことが重要であることが示された。 

また、特別支援学校学習指導要領（平成 29 年３月）においては、小学校学習指導要領の改

訂に準ずるとともに、知的障害者である児童に対する教育を行う特別支援学校の小学部でも、

児童や学校の実態を考慮し、必要に応じて外国語活動を設けることができることが示された。

特別支援学校においても、外国語教育や国際理解教育をこれまで以上に充実させ、多様な文

化や言語への理解につながる教育が求められている。 

 特別支援学校における外国語教育では、各学校で児童・生徒の実態に応じた指導内容の精

選や教材の工夫が行われているが、その成果や作成した教材等は、指導を担当する教員に留

まり、校内での共有も十分になされていないことがある。そのため、各学校における指導の

工夫や教材開発は、全都立特別支援学校の外国語教育の充実に結び付くまでには至っていな

い現状がある。今後は、各学校や指導担当教員の工夫や成果を収集・蓄積し、障害の特性に

応じた効果的な外国語教育の指導内容・方法を充実させる必要がある。 

障害のある児童・生徒に対する外国語活用及び外国語の指導においては、小学校や中学校、

高等学校に準じた指導を行いながらも、障害により困難な活動や学習内容について、取扱い

方の工夫や配慮が必要である。例えば、聴覚障害の生徒に外国語の指導を行う場合は、「聞く

こと」や「話すこと」に関する内容を扱う際に、様々な手段を併用して理解を補うとともに、

実際に生徒が外国人と交流する際のコミュニケーション手段についても考慮し、より実践的

な学びに結び付くような指導内容を検討する必要がある。 

また、知的障害のある児童・生徒に対する外国語教育においては、個々の児童・生徒の知

的障害の状態や学習状況に応じた指導が必要であるとともに、学んだことを実際の生活場面

で生かせるようになるための指導の工夫が必要である。 

このように、障害のある児童・生徒が外国語に触れ、外国語によるコミュニケーションを

経験することなどにより、外国文化や外国語に対する理解を深めるためには、障害による外

国語の学習上の困難さを適切に把握し、必要な配慮を行いながら指導を工夫する必要がある。

特に、障害による困難さにより意欲的に学習に取り組みにくい児童・生徒に対しては、外国

語の学習に興味・関心をもって取り組むことのできる題材や教材の工夫なども考慮する必要

がある。 

そこで、本研究では、特別支援学校の外国語教育について、障害の状態や特性に応じた外

国語活動及び外国語の指導内容及び指導方法の研究・開発を行い、児童・生徒が外国語の学

習に意欲的に取り組み、効果的に学ぶための方策を示すこととする。 
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Ⅱ 研究の方法 

１ 仮説の設定 

  障害による外国語活動及び外国語を学ぶ上での課題や困難さを適切に把握し、効果的な指 

導を行うためには、児童・生徒の実態を多角的に捉えることが重要である。そのため、外国 

語活動及び外国語の指導の充実のために、自立活動の内容（区分・項目）から実態把握及び 

課題設定を行うことが有効であると考え、以下の仮説を設定した。 

  障害のある児童・生徒の外国語・外国語活動において、自立活動の視点から、障害による 

困難さに応じた手立てを工夫することで、指導内容・方法の改善が図られるであろう。 

 

２ 基礎研究 

外国語活動及び外国語を学ぶ上で想定される障害による困難さを明らかにし、指導の工夫

の方向性を検討するため、自立活動の内容項目から障害ごとの外国語活動及び外国語の学習

上の実態及び指導の方針を整理する。 

 

３ 実践研究 

(1) 児童・生徒の実態に基づいた指導内容・方法の検討 

基礎研究で整理した実態及び指導の方針に基づき、障害に応じた指導の工夫に視点を当

てた授業を実践し、手だての有効性についての検証を行う。 

(2)  障害特性に応じた効果的な外国語教育の指導内容及び指導方法の研究・開発 

検証授業の結果を踏まえ、障害特性に応じた外国語活動及び外国語の指導の工夫や配慮

事項を整理する。また、知的障害については、題材・教材の在り方についても検討する。 

 

Ⅲ 研究の内容 

１ 基礎研究 

先行研究として、平成 29 年度教育研究員（特別支援学校 盲・ろう・肢体不自由・病弱） 

研究報告書を基に、「障害種ごとの外国語・外国語活動の授業における困難さ及び指導の手

だて」一覧を作成した。障害種は特別支援学校の校種である、視覚障害、聴覚障害、肢体不

自由、知的障害、病弱の５種とした。また、知的障害は、学習指導要領における外国語活動

及び外国語の目標及び内容が小・中学校と異なるため、他の障害種とは表を分けて作成した。

各障害種について、自立活動の区分ごとに外国語の学習に関わる実態を抽出するとともに、

それに対する指導の方針を整理し、表にまとめた（表１・２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 健康の保持 

２ 心理的な安定 

３ 人間関係の形成 

４ 環境の把握 

５ 身体の動き 

６ コミュニケーション 

外国語活動及び外国語の指導における児童・生徒の実態を多角的に捉え、適切な指導目標

の設定及び手だてを工夫することにより、障害特性に応じた効果的な指導ができる。 

表１・２に用いた自立活動の６区分  
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２ 実践研究 

(1) 児童・生徒の実態に基づいた指導内容・方法の検討 

 ア 児童・生徒の実態把握と課題設定  

「障害種ごとの外国語・外国語活動の授業における困難さ及び指導の手だて」を基に、

個々の児童・生徒の実態を把握し、指導の手だてについて検討するツールとして、下記平

成 29 年度教育研究員による「関連シート」（図１）を活用することとした。「関連シート」

により、個々の児童・生徒の実態を様々な視点から把握し、指導内容及び指導の手だてに

ついて委員間で検討した。 

 

＜「関連シート」の活用について＞ 

 「関連シート」は、平成 29 年度教育研究員の作成したシートを基に、本研究の目的に

即して若干の修正を加えた。 

上段には、個々の児童・生徒の実態を記入し、「指導目標」には、自立活動の指導の優

先目標の中から、特に外国語に関係のある指導目標のみを抜粋して記入することとした。 

中段では、これらの実態及び目標について、該当する自立活動の区分・項目を確認しな

がら、実態を多角的に見直し、具体的な指導内容を設定した。 

下段には、外国語または外国語活動の単元に関して、児童・生徒の実態及び本時の目標

を記入し、児童・生徒の外国語の学習の際の課題とそれに応じた手だてを記入した。手

だてについては、その意図も記入することで、課題に即した指導の手だてが考えられて

いるかについて、委員間で確認できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 自立活動と授業の関連を整理するシート  
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 イ  「関連シート」を用いた検証授業の実施 

「関連シート」の目標・手だてに基づき、検証実践を行い、障害特性に応じた手だての

有効性について検討した。授業の様子をＶＴＲで観察し、「関連シート」に記した実態や

指導目標の設定、指導の手だてを中心に授業を評価し、改善策を立てた（図２）。実施し

た検証授業は、次の「検証授業一覧」のとおりである（表３）。 

検証授業一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施校 障害種 教育課程 学年（人数） 教科等名 授業内容等 

A 校 聴覚 

障害 

準ずる教育課程 

 

高等部第３学年 

（７名） 

コミュニケー

ション英語Ⅰ 

・ 「Lesson10 Three Days to See」  

・ ヘレンケラーの生き方 

→検証授業① 

B 校 肢体 

不自由 

知的障害を併せ  

有する教育課程 

小学部第４～６学年

（６人） 

生活単元

学習 

・ コミュニケーションが必要

なゲーム 

→検証授業② 

C 校 知的 

障害 

知的障害特別支援

学校の教育課程 

中学部第１学年 

（21 人） 

生活単元

学習 

・ 表情・数・果物等 

・ ALT を活用したコミュニケ

ーション 

D 校 知的 

障害 

知的障害特別支援 

学校の教育課程 

高等部第２学年 

（16 人） 

外国語 ・ 方向を学び、運用する 

・ 身近な語彙を学ぶ 

→検証授業③ 

E 校 知的 

障害 

知的障害特別支援 

学校の教育課程 

高等部第２学年 

（10 人） 

外国語 ・ Welcome To Tokyo の活用 

・ プレゼンテーションソフト

で説明 

・ ゲーム・ワークシート 

図２ 「関連シート」を用いた検証授業の流れ  

学習指導案     ＋   「関連シート」 

検討 指導内容  実態 
自立活動

の視点  

授業 

指導内容

の 
評価 

個々の児童・  

生徒に対する  

手だての評価  

授業改善  

－29－



 
 

ウ 検証授業 

  検証授業①（聴覚障害 高等部第３学年 準ずる教育課程 ７名） 

(ｱ) 授業の内容 

教科・単元名：コミュニケーション英語Ⅰ「Lesson10:Three Days to See」 

（全６時間中の６時間目） 

単元の目標：・ ヘレンケラーの生き方を題材に、自分の意見を述べたり、相手の意見を 

聞いたりすることができる。 

・ 仮定法過去「もしも～だったら…」の文法表現を正しく理解し、自分の考

えを書いて伝えることができる。 

本時の目標：・ もしも無人島に行くなら、何をもっていくか、ペアで考え意見を発表する。 

コミュニケーション英語Ⅰは高等部準ずる教育課程の必履修科目であり、本授業は高等

学校学習指導要領の教科・科目の目標や内容に準じて構成している。本単元では、事物

に関する情報などを聞いて概要を捉えることや、聞いたり読んだりしたことについて、

互いの意見を交換する活動を行う。対象グループは、高等部３学年７名で構成されてお

り、そのうち、５名は口話を中心、２名は手話を中心としてコミュニケーションを行っ

ている。口話を中心とする生徒同士のやり取りが活発になりやすいため、手話を使う生

徒と活動内容や情報の理解に差がでないように、教員が手話や文字で情報を伝える必要

がある。 

本単元は、ヘレンケラーの『Three Days to See』を題材とし、もし３日後に目が見え

なくなるなら、それまでの間で何をしたいかについて、意見を交換する場を設定してい

る。仮定法過去の文法を説明する際は、明確で具体的な「もし、私がお金もちだったら

…」など、生徒が親しみやすい文章から始め、文法に対する苦手意識を軽減する手だて

を工夫する。 

 

(ｲ) 障害特性に応じた指導上の配慮 

・ 教科書の本文や新出単語は電子黒板やプレゼンテーションソフト等を使用して表示

し、文字と手話、音声を同時に提示できるようにする。 

・ それぞれの単語には片仮名で振り仮名を付け、英語の音声にも注目できるようにする。 

・ イラストを多用し、イメージで意味を伝える。 

・ 手話のみのコミュニケーションでは、言語化されていない内容もあるため、書いて文

字で伝える指導も行う。「聞く・話す」だけではなく、「読む・書く」活動を多く取り入

れるようにし、確実な理解を促す。 
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(ｳ) 「関連シート」による実態把握と指導目標の設定（生徒Ａ） 

実
態
把
握 

 ・ 授業には真面目に参加する。コミュニケーション方法の違いによる他者との理 

解の差を埋めようとする姿勢が希薄である。 

 収集した情報を障害による 

学習上又は生活上の困難から整理 

 ・ 障害に対する認識や正しく理解しようとする意識が十分ではない。 

・ 受け身の姿勢でいることが多い。・ 相手の気持ちを読み取ることが苦手である。  

自立活動の優先指導目標（外国語に関係あるもののみ抜粋） 

指導 

目標 

・ 自分から積極的に情報を集める姿勢を育て、自分の意見を相手に分かりやすい表 

現方法で伝えようとする。 

 

 

 

（４：十分適切である ３：適切である ２：あまり適切ではない １：適切ではない） 

  

自立活動の 

具体的な 

指導内容 

・ 聴覚だけではなく、読話

や手話、指文字等の視覚的

な手段を活用し、様々な方

法で情報を収集したり、理

解したりする。 

・ 様々な手段を用い 

て、他者とコミュニ 

ケーションを図り、 

相手に分かりやすい 

方法で自分の考えを 

伝える。 

・ 教員からの支援を 

 受けながら、出来事 

の流れに基づいて総 

合的に判断し、自分 

の考えを伝える。 

本単元に 

おける 

生徒の実態 

・ ヘレンケラーの生き方や思想に触れ、聴覚障害のある立場として大切に 

したいことについて考え、自分の意見を発表することができる。 

 

本時の目標 
・ パート１の本文を読み、ヘレンケラーが三日間目が見えるとしたら、最 

初の日に何を見たかったか、その気持ちについて考え、意見を交換する。 

課題 手だて 意図 指導の評価 

・ 周囲との会話や本文の

内容を理解するのに、手

話と口話、筆談など、複

数の手段を同時に活用

することが必要である。 

・ 生徒間で会話をす 

るときは、教員がそ 

の内容をメモ等で示 

すなどし、話し合い 

の内容を確認する。 

・ コミュニケー

シ ョ ン す る 際

に、周りの人の

意見を正しく理

解できるように

する。 

４・３・２・１ 

 

 

 

 

評価規準 

（評価方法） 

・ ペア活動やグループ活動で周囲とのコミュニケーションを積極的に行っ 

 ているか。 

【指導場面１】 コミュニケーション英語Ⅰ「Lesson10: Three Days to See」  
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(ｴ) 結果 

【指導場面１】 

課題 手だて 意図 指導の評価 

・ 周囲との会話や本文の 

内容を理解するのに手話 

と口話、筆談など複数の 

手段を同時に活用するこ 

とが必要である。 

・ 生徒間で会話をす 

るときは、教員がそ 

の内容をメモ等で示 

すなどし、話し合い 

の内容を確認する。 

・ コミュニケー

ションする際に、

周りの人の意見

を正しく理解で

きるようにする。 

４・３・２・１ 

 

 

 

＜評価・改善点＞ 

・ 教員が間に入っての話し合いのため、生徒自身のコミュニケーションの力が十分に育 

てられていない。生徒同士でやり取りが進むような工夫が必要である。 

・ 手話と口話のみでは十分情報が伝わりきれていないのではないか。文字による理解の

確認が重要である。 

・ 読むことや書くことへの苦手意識を和らげる手だての工夫も必要である。 

 

 

【指導場面２】 

課題 手だて 意図 指導の評価 

・ 周囲との会話や本文の

内容を理解するのに、手

話と口話、筆談など、複

数の手段を同時に活用す

ることが必要である。 

・ 読む・書く手段

を多く設定し、意

見交換の流れを

見て確かめられ

るようにする。 

・ 会話や本文の 

内容が確実に分 

かり、自分の発 

言も正しく伝え 

られる。 

４・３・２・１ 

 

＜学習状況＞ 

・ 前回の学習で生徒が書いた仮定法過去を用いた英作文を提示し、誰が書いたものかを当 

てる活動を授業の導入とした。教員が英文を読み上げることはあったが、基本的には生徒 

が読み、考える時間を設けた。互いの意見を文字で確認し合える機会となった。 

・ 展開では、「無人島に行ったら何をもっていくか」について発表し合った。英文でまとめ 

ることができたが、発表の際には日本語が多く出てしまったので、ルール設定を確実にする 

ことが必要であった。 

(ｵ) 考察 

聴覚障害のある生徒のコミュニケーションとしての英語は、アメリカ手話もあれば、 

口話での発言もありと様々だったが、書き言葉での表出の大切さを改めて感じた。今ま

でも、生徒が書いた文章を教員が確認する機会は何度も設けていたが、生徒同士で見合

うことは少なかった。生徒の英作文を互いに見合うことで、人に伝わるように発表する

ことや相手の話を正しく受け止め、それに対する意見をもつことなど、聴覚障害のある

生徒にとって課題となる活動に取り組めた。今回生徒が書いた文章を読む時間を先に設

けていたため、次の書く活動にも円滑に入れたと考えている。また、英語を書くことを

苦手とする生徒には、視覚的な強みを生かしてＩＣＴ機器を活用することが有効であった。 

【改善】コミュニケーション手段を再検討し、

読む・書く活動を多く取り入れた。 

【課題】 

常に教員の支援を

必要とする。 

評価が 

向上 
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検証授業② （肢体不自由 小学部第４～６学年 知的代替教育課程 ６名） 

(ｱ) 授業の内容   

本単元では、英語の歌遊びやゲーム等を通して、外国語（英語）に親しみ、その中から、

身の回りにアルファベット等の英語がたくさんあることに気付くとともに、日本語と英語

の発音の違いなどに触れ、児童が英語に興味をもてるようにすることを目指している。ま

た、音楽や体育の導入の際にも英語の歌や挨拶を行うなど、他教科とも関連付けながら外

国語に親しむ活動を進めていく。 

本グループは、知的障害を併せ有する児童の教育課程のグループであり、小学部４学年

４名、５学年１名、６学年１名が在籍している。下肢・上肢に麻痺があり、微細な動きが

難しい児童が多いが、自分のできる動きを最大限活用して学習に取り組んでいる。授業で

は、書字をタブレット端末での文字入力に置き換えるなど、障害に起因する困難さに対し

て支援機器等で補う工夫を行っている。児童が「自分でできた」という経験を重ねること

で、活動に積極的に関わることができるようになってきた。また、内言語は豊富だが、表

出に困難さを抱える児童が多いため、コミュニケーションの際には児童の意図を適切に汲

みとり、言語化するための支援を行うなどの配慮を要する。 

 

(ｲ) 障害特性に応じた指導上の配慮 

・ 大型モニタにスライドを映すことで、視覚的に情報を伝えやすくすると同時に、児童

の意識が学習に向かいやすくなるようにする。 

・ 発語が難しい児童については、指差しで答えられるシートやタブレット端末で VOCA ア

プリ等を利用し、児童自身によって意思を伝えられるようにする。 

 

 

  

教科・単元名：生活単元学習「えいご  で  あそぼう」（全６時間の４時間目）  
単元の目標：・ 外国語を用いた体験的な活動を通して、日本語と外国語の音声の違いなど

に気付き、外国語の音声に慣れ親しむことができる。  
・ 身近で簡単な事柄について、外国語に触れ、自分の気持ちを伝え合う力の

素地を養う。  
・ 外国語を通して、外国の文化などに触れながら、言語への関心を高め、進

んでコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。  
本時の目標：・ 身体の部位や数字など、生活に身近な単語や簡単な文を理解する。  

・ 教員と英語で簡単なやり取りをする。  
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(ｳ)  「関連シート」による実態把握と指導目標の設定（児童Ｂ） 

実
態
把
握 

 ・ 自分の要求を決まった表現で話すことができる。 

・ 教員の指示や言葉かけは、ある程度理解している。 

 収集した情報を障害による 

学習上又は生活上の困難から整理 

 ・ 特定の大人以外からの働きかけに応えることがあまり見られない。 

・ 音声・身体の細かい模倣が難しい。  

自立活動の優先指導目標（外国語に関係あるもののみ抜粋） 

指導 

目標 
・ 教員の問いかけに対して、言葉やＩＣＴ機器により適切に答える。 

 

 

 

（４：十分適切である ３：適切である ２：あまり適切ではない １：適切ではない） 

 

  

自立活動の 

具体的な 

指導内容 

・ 音声とともに、視覚（具 

体物やシンボルの提示）や 

触覚（ボディタッチ等）等 

の他の感覚を利用して、教 

員とやり取りをする。 

 

・ 言語だけでなく、指さ

しやジェスチャー、また、

必要に応じてタブレット

端末等の支援機器などを

用いて、自分からコミュ

ニケーションを図る。 

・ 教師と一緒に

歌 遊び 等を 行

い、言葉や動き

を模倣する。 

本単元に 

おける 

生徒の実態 

・ 他の児童とやり取りすることは困難であるが、教員とであればある程度 

 やり取りができる。 

本時の目標 
・ 身体の部位や数字など、身近な英語の単語や簡単な文を理解する。 

・ 教員と英語で簡単なやり取りをする。 

課題 手だて 意図 指導の評価 

・ 話し言葉が不明

瞭であり、やり取

りのある活動に時

間がかかる。 

・ 質問を理解している 

か個別に確認する。 

・ 不明瞭な発言は、教 

員が言い直し、復唱を 

促す。 

・ 発語機能の改善を 

図るとともに、文字 

の使用や補助的手段 

の活用を検討して意 

思の表出を促す。 

４・３・２・１ 

 

 

 

 

評価規準 

（評価方法） 

・ 必要に応じてタブレット端末等の支援機器を活用するなどしながら、 

 教員と英語でのコミュニケーションを図る。 

【指導場面 I】 生活単元学習「えいご  で  あそぼう」  
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(ｴ) 結果 

【指導場面１】 

課題 手だて 意図 指導の評価 

・ 話し言葉が不明

瞭であり、やり取

りのある活動に時

間がかかる。 

・ 質問を理解している

か個別に確認する。 

・ 不明瞭な発言は、教

員が言い直し、復唱を

促す。 

・ 発語機能の改善を

図るとともに、文字

の使用や補助的手段

の活用を検討して意

思の表出を促す。 

４・３・２・１ 

 

＜評価・改善点＞ 

・  英語の入門期は、「聞く」活動を中心とすることが必要である。英語の言葉をたくさん聞

かせることで、児童からの意欲的な表出を引き出していく。 

・ 座席の配置が横一列になっていたため、対象児はモニタが見にくく、意識を向けにくか

ったのではないか。また、視野に応じたモニタとの距離や座席配置を再度確認する。 

・ 教員とのやり取りだけでなく、児童同士での活動も工夫する。 

・ コミュニケーション手段として、タブレット端末の利用を充実させる。 

 

 

【指導場面２】 

課題 手だて 意図 指導の評価 

・ 話し言葉が不明瞭

であり、やり取りの

ある活動に時間がか

かる。 

・ タブレット端末を

活用して、質問に対

しての答えを選択

させ、自分から回答

できるようにする。 

・ 周囲の人に分か

りやすい手段で伝

えようとしている

かを把握する。 

４・３・２・１ 

 

＜学習状況＞ 

・ 児童の座席配置をアーチ型にして、モニタの画面が見やすくなるようにした。 

・ 前回までの学習で、英語を用いたやり取りは児童と教員で行っていたが、今回は、その

発展として、児童同士が英語でやり取りをする場面を複数設定した。 

・ タブレット端末をコミュニケーションの代替手段として活用する場面を増やした。 

(ｵ)  考察 

  今回の授業では、生活単元学習の中で外国語活動の内容を扱い、聞くこと・話すことに  

重点を置いた授業を行った。また、活動をする際に、「教員が見本を見せる」→「教員とやり

取りをする」→「児童同士でやり取りをする」と、段階を踏むことができる設定にした。   

指導にあたっては、他の教科の指導と同様に、身体の向きや教材を提示する時の高さなど、

児童の身体の状態に適した環境の設定を行った。 

今回の単元での指導を通して、「聞くこと」を積み重ねていくうちに、当該児童から自発的

な英語の発語があった。また、児童によっては、th（θ）の音を自分で工夫して発音する   

様子も見られた。このことから、英語の学習の初期の段階では、「聞く」活動を十分に行うこ

とが効果的であると考えられる。 

【改善】話し言葉の不明瞭さや表出までに時間

がかかることに対して手だてを再検討した。 

【課題】児童からの主体

的な取り組みがない。 

評価が 

向上 
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検証授業③（知的障害 高等部２学年 １７名） 

(ｱ) 授業の内容 

教科・単元名：外国語（英語）「身近な英語を話して覚えよう」 

（前５時間中の５時間目） 

単元（題材）の目標：・ 学んだ表現を用いて、積極的に言語活動を行い、コミュニケーシ

ョンを図る。 

          ・ 学んだ語彙を活用して、情報や内容を理解する。 

本時の目標：・ 「up」、「down」、「right」、「left」、「stop」の五つの身近な語彙の意味が分

かり、聞いて理解できる。 

・ 学習した「up」、「down」、「right」、「left」、「stop」の五つの語彙や文を使

用して、相手とコミュニケーションをとることができる。 

高等部２学年の英語では、年間を通して、色、数、食べ物、動物、方向、物の名前、感

情、感覚、月、曜日等、生徒の生活に身近な内容をテーマに単元を設定し、語彙や英会話

を学習している。本授業では方向等を表す「up」、「down」、「right」、「left」、「stop」の意

味を理解し、スイカ割りゲームで友達に進むべき方向等を伝えることを目標としている。 

対象グループは、２学年 17 名であり、実態差はあるものの、英語の学習は仲間とともに

楽しむ姿が見られる。グループの半数以上が日本語においても構音の不明瞭さがあり、発

音の学習では、指導の工夫が必要となる。 

生徒 C は、語彙数は多くないものの、自分の知っている単語を使い、身振りや表情を加

えて、意思を伝えようとする姿が見られるようになってきた。しかし、全体の前に出て発

表することを恥ずかしがり、発表できないこともある。そこで、ペア活動やグループ活動

などを通して、少人数の中で表現する機会を増やし、自信をもって、進んで発言しようと

する姿勢を育てていきたい。  

(ｲ)  障害特性に応じた指導上の配慮 

・ フラッシュカードや写真、プレゼンテーションソフトを利用し、題材に関するイメ

ージをもちやすくした。 

・ 語彙を一つ一つ個別に覚えるのではなく、その語から派生する語（色、形、季節、

味、カテゴリー等）を一緒に覚えることで、語彙数の増加を図った。 

・ 学習のルールを明確に決めることで、障害の程度に関わらず、誰もが発言する機会

をもてるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方向の英語を示すリマインダー（掲示用） 
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(ｳ)  「関連シート」による実態把握と指導目標の設定（生徒Ｃ） 

実
態
把
握 

 ・ 見通しのもてる活動には集中して取り組むことができる。 

・ 身振りやしぐさ、絵カード等で簡単なコミュニケーションがとれる。 

 収集した情報を障害による 

学習上又は生活上の困難から整理 

 ・ 集団の中で様々な経験をして、できることを増やして欲しい。 

・  相手に意思を伝えようとするが、何を伝えたいのか曖昧なときが多い。  

自立活動の優先指導目標（外国語に関係あるもののみ抜粋） 

指導 

目標 

・ 集団活動の中で、場面に応じた正しい言葉や絵カード等を使用し、周りの人と 

円滑なコミュニケーションをとることができる。 

 

 

 

（４：十分適切である ３：適切である ２：あまり適切ではない １：適切ではない） 

 

  

自立活動の 

具体的な 

指導内容 

・ 状況に合わせながら、

周りの人に伝えたいこ

とを言葉や絵カード等

で伝える。 

・ 友達を意識して、協 

力動作を促す。 

・ 絵カード等で学習活 

動の流れを示し、活動

に対する見通しをもて

るようにする。 

本単元に 

おける 

生徒の実態 

・ 「左右」の理解はまだ確実ではない。 

・ 「up」、「down」、「right」、「left」、「stop」の中で「right」と「left」は

聞き慣れない語彙であるが、他の３語についてはよく知っている。 

・ その場で聞いた言葉を繰り返し表出するのに時間がかかる。 

本時の目標 
・ 「up」、「down」、「right」、「left」、「stop」の語彙の意味を理解し、場面

に応じて友達に伝えることができる。 

課題 手だて 意図 指導の評価 

・ 伝えたい方向を的

確な英語で表出する

のに時間がかかる。 

 

・ 聞いた言葉を記憶

することが難しい。 

・ 決められた英

語表現を繰り返

し表出する機会

を設ける。 

・ 掲示したリマ

インダーを確認

して表出する。 

・ 自分の発言が、相手

に 伝 わ る 経 験 を 通 し

て、成功体験を増やす。 

４・３・２・１ 

 

 

 

 

評価規準 

（評価方法） 

・ 場面や状況に応じて、「up」、「down」、「right」、「left」、「stop」の語彙

を正しく使用し、友達に伝えることができているか。 

【指導場面１】 教科・単元名：身近な英語を話して覚えよう  
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(ｴ) 結果 

【指導場面１】 

課題 手だて 意図 指導の評価 

・ 英語の語彙の意味

を理解し、表現する

ことが難しい。 

 

・ 聞いた言葉を記憶

することが難しい。 

・ 決められた英語表

現を繰り返し表出す

る機会を設ける。 

・ 掲示したリマイン

ダーを確認して表出

する。 

・ 自分の発言が、相

手に伝わる経験を通

して、成功体験を増や

したい。 

４・３・２・１ 

 

 

 

＜評価・改善点＞ 

・ 座った姿勢で、繰り返し「right」、「left」を確認したが、十分な理解には至らなかった。 

 体を使って「right」、「left」が確認できる活動を取り入れた方がよい。 

・ 掲示したリマインダーを見て、手元に視線を移すため、リマインダーが十分活用できて

いない。リマインダーは掲示ではなく、手元にあった方が活用しやすい。 

 

 

【指導場面２】 

課題 手だて 意図 指導の評価 

・ 英語の語彙の意味

を理解し、表現する

ことが難しい。 

 

・ 聞いた言葉を記憶

することが難しい。 

 

・ 記憶の補助として、

実際の場面で体を動か

す活動をする。 

・ リマインダーを用意

し、決められた英語表

現を視覚的に確認でき

るようにする。 

・ 状況に応じた

正 確 な 英 語 を 理

解してほしい。 

・ 学んだことが、

実 際 の 生 活 に 生

かされているか。 

４・３・２・１ 

 

＜学習状況＞ 

・教員の「right」、「left」の指示に応じて、実際にその方向に身体を動かすことで、左右の

概念に対する理解が進んだ。リマインダーはホワイトボードに掲示するのではなく、小型の

ものを手元に用意することで、目を動かす範囲が小さくなり、素早く正しい指示を出すこと

ができていた。 

(ｵ)  考察 

スイカ割りでは、事前に英語の指示どおりに、上下左右に体を動かして方向感覚をつか

む練習を行った。実際にスイカを割る場面では「左右の英単語を記憶し、その記憶を取り

出し、表出する」ことを評価するのではなく「言葉を正しく使用することができたか」を

評価した。つまり、「リマインダーを見ながら、スイカを割るための必要な言葉を伝えられ

ていたか」を評価した。回を重ね、スモールステップでの学習を進めたことにより、該当

生徒がより積極的に挙手し、発言するようになった。また、理解はしているが言葉がなか

なか出てこない状況があるため、視線を極力動かさないで活用できるようリマインダーを

工夫することが効果的であることが分かった。 

【改善】英語表現の活用場面を増やすよ

う手だてを再検討した。 

【課題】学習した英語の表現がなか

なか身に付かない 

評価が 

向上 
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(2) 障害特性に応じた効果的な外国語教育の指導内容及び指導方法の研究・開発 

授業実践の結果や考察から、児童・生徒の実態や障害の特性に応じた指導内容や方法を

再検討し、基礎研究として作成した「外国語活動及び外国語における困難さ及び手だて

の整理」表の内容を修正した。また、知的障害に関しては、児童・生徒の生活に身近で興

味・関心が高く、生活に生かされやすい語彙や表現を整理した題材例を作成した（表３）。 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

(1) 外国語活動及び外国語の学習における実態把握 

外国語活動及び外国語の指導において、自立活動の内容から多角的に児童・生徒の実態

を捉えることにより、児童・生徒一人一人の実態や障害特性に応じた効果的な指導につ

いて様々な観点から検討することができた。また、障害のある児童・生徒が外国語を学

ぶ上での困難さや必要な指導の手だてを整理した一覧表を作成したことにより、外国語

活動及び外国語を指導する際の工夫や配慮の視点を明確にすることができた（表１・２）。 

(2) 「関連シート」を活用した授業改善 

「関連シート」の作成・活用により、指導の意図を踏まえた上での手だてについて、児

童・生徒の実態に基づきながら検討することができた。指導後は、「関連シート」を用いる

ことにより、児童・生徒の指導目標の達成状況と照らし合わせて、想定が適切であったか、

講じた手だては有効であったか評価を行い、次の授業に向けて改善を図ることができた。 

学習指導案とともに「関連シート」を活用することにより、着目すべき課題を明確にし

た授業検討や協議を進めることができた。１枚のシートで、実態から具体的な手だてま

でを把握することができ、児童・生徒の実態や課題を十分共有できていない場合でも、

実態に応じた指導の手だてについて協議を深めることができると考える。 

本研究を通して、「関連シート」を活用することで、効果的な授業改善が行えることが

示された。教科等の指導内容や方法について、自立活動の視点からアピールするため、

教科担当以外の教員も協議に参加しやすく、より充実した個別指導計画が作成できると

考えられる。 

(3) 障害の特性に応じた分かりやすい教材・題材の開発 

知的障害の外国語活動及び外国語の指導事例は、学習指導要領の解説において一部紹介

されているが、具体的な題材や教材等については、児童・生徒の実態に応じた工夫が必

要である。そこで、児童・生徒の生活に身近な題材で興味・関心をもちやすく、生活に

生かしやすい語彙や会話表現などを具体的な題材例として整理した（表３）。この表はま

だ試行段階ではあるが、活用しながらさらに必要な語彙や表現を改善・修正するなどし

て、知的障害特別支援学校で共有できるようにしていきたいと考える。 

２ 研究の課題 

「外国語活動及び外国語における障害による困難さ及び困難さに応じた手だての工夫」の

一覧及び「関連シート」については、更に内容の検討を行い、授業改善を促進するツールと

しての精度を高めていく必要がある。また、障害種別や学部・学年別の教材及び指導事例に

ついても、今後さらに収集を重ね、各学校の外国語活動及び外国語の指導に活用できるよう、

学校間で閲覧・共有できるシステムについて検討していくことも重要である。 
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＜高等学校研究開発委員会＞ 

研究主題・副主題 

「探究的な学習を推進するための教材と評価方法の開発」  

研究の概要 

進化した人工知能（ＡＩ）が様々な判断を行ったり、身近な物の働きがインターネット

経由で最適化されたりする Internet of Things（ＩｏＴ）が広がるなど、Society 5.0 と

呼ばれる新しい時代の到来が、社会や生活を大きく変えていくと予想されている。 

また、情報化やグローバル化が進展する社会においては、多様な事象が複雑さを増し、

変化の先行きを見通すことが一層難しくなってきている。学校においては、予測困難なこ

れからの社会に生きる子供にとって、従来の知識注入型の指導から知識活用型の指導への

転換が必要であり、探究的なものの見方・考え方を育成することが求められる。また、高

大接続の観点から、入試方法の多様化が検討されており、探究的な学習を支援する指導事

例及び教材や評価基準の開発・普及も求められている。  
そこで、本開発委員会では、昨年度の研究成果である年間授業計画モデル及び生徒が主

体的に探究することを支援するモデル教材等を踏まえ、評価基準（コモン・ルーブリック）

や評価方法について研究した。また、検証授業を通して、開発した教材と評価方法の有効

性についても考察を行った。  

Ⅰ 研究の目的 

中央教育審議会が平成 28 年 12 月に示した「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の

学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」では、教育課程において、各教科等

において「何を教えるか」という内容は重要ではあるが、これまで以上に、その内容を学ぶこ

とを通じて『何ができるようになるか』を意識した指導が求められている。また、平成 30 年３

月に告示された新高等学校学習指導要領では、科目名に「探究」という文字が名称に含まれる

「古典探究」、「地理探究」、「日本史探究」、「世界史探究」、「理数探究基礎」、「理数探究」等の

新設や、「総合的な学習の時間」に代わる「総合的な探究の時間」が新たに設置された。探究的

な学習を通して生徒の多角的・多面的なものの見方や考え方を身に付けさせ、主体的、協働的

な学びを深めさせることが重要である。 

さらに、文部科学省が平成 30 年６月に示した「Society 5.0 に向けた人材育成 ～社会が変

わる、学びが変わる～」では、新たな時代に向けて取り組むべき政策の方向性として、高等学

校は、生徒一人一人が Society 5.0 における自らの将来の姿を考え、その姿を実現するために

必要な学びを能動的にできる場へと転換することが求められている。そして、学校だけで、教

師だけが一方的に教えるような教育活動を転換し、多様な選択肢の中で、自分自身の答えを生

徒が自ら見いだすことができるような学習環境を構築することも求められている。 

このような状況を受けて、昨年度の開発委員会では、探究的な学習に関する指導上の課題の

明確化及び課題設定、情報収集、思考、表現等の効果的な指導方法や教材の開発を行った。ま

た、検証授業を通して開発した教材の有効性について考察を行い、研究の振り返りにおいては、

各単元の到達目標の明確化、生徒の取組を評価するための一貫した評価基準の作成が課題とし

－42－



 
 

て上げている。 

これらの取組や課題を踏まえて、今年度、本開発委員会では、「探究的な学習を推進するため

の教材と評価方法の開発」をテーマに、評価基準（コモン・ルーブリック）や評価方法につい

て研究・開発をした。また、昨年度開発した教材「エレベーターピッチ」及び「他人目標」を

活用した評価方法の有効性についても検証授業を通して考察を行った。 

 

Ⅱ 研究の方法 

１ 現状把握と課題の整理 

昨年度、当部会で実施した探究的な学習に関する教員と生徒対象のアンケート調査の結果

をもとに、今年度「探究的な学習」に関する現状の把握と課題の整理を行った。 

全日制普通科では、総合的な学習の時間の中で探究活動の取組は積極的に行われていると

は言えず、調べ学習及びそのまとめに留まっている学校が多く見られる。また、探究活動の

具体的な指導方法・手法、評価方法等が学校として統一されていない現状がある。そのため、

教員の探究活動に対する理解は十分とは言えず、教員間での指導技術や指導に対する意欲に

ばらつきがあり、校内指導体制も構築されていない実態がある。また、探究活動における評

価基準や評価方法が明確でないため、学校として指導を統一的に行うことが困難な状況にあ

る。一方、生徒に関しては、先行している課題研究等において、「探究課題が見付からない」、

「課題解決の方法が分からない」等、探究学習の各段階で課題が散見される。 

以上のことから、「探究的な学習の時間」において、「取り組む内容は何か。」「その評価の

観点は何か。」を明確にすること、探究活動の「振り返り」が客観的に行えるような仕組みを

構築することが必要である。そこで、先行研究（昨年度の教育開発委員会）で検討された「探

究活動を導入するために必要な知識や理解、具体的な指導事例、教材」における探究活動の

評価基準や評価方法及び生徒が客観的に振り返ることのできる方法（自己評価の方法）を検

討することとした。 
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２ 研究条件の設定 

本研究を進めるに当たり、新学習指導要領において「総合的な探究の時間」は、全ての生

徒が履修する必要があることから、表１のとおり、教育課程上の位置付け、対象校、対象学

科、対象学年、評価基準等の作成の目的を定めた。 

 表１ 研究条件の設定 

教育課程上の位置付け 「総合的な探究の時間」における評価基準や評価方法等の開発を行う。 

対象校 
全ての都立高等学校（中等教育学校の後期課程も含む）で活用できるよ

うな評価基準や評価方法の開発を試みる。 

対象学科 
広く探究的な学習の定着を目指す必要があることから、特に普通科を中

心に考える。 

対象学年 第１学年の「総合的な探究の時間」１単位（年間 35 時間） 

評価基準等の 

作成の目的 

探究的な学習の過程に必要な力「課題の設定」、「情報の収集」、「整理・

分析」、「まとめ・表現」、「振り返り・考えの更新」と関連付けた評価基

準を開発する。第１学年の「総合的な探究の時間」において、これらの

評価基準等を活用して、生徒が主体的に探究的な学習を進めることがで

きる資質や能力を育成することを目的とする。 

３ 教材研究の進め方 

(1) 教材及び評価基準（ルーブリック）の開発 

「総合的な探究の時間」において、資質・能力の三つの柱「知識及び技能」、「思考力、

判断力、表現力等」、「学びに向かう力・人間性」と探究のプロセスに必要な力「課題の設定」

「情報の収集」、「整理・分析」、「まとめ・表現」、「振り返り・考えの更新」と関連付けた

評価基準（コモンルーブリック）を設定する。これを明らかにすることで、それぞれの授

業で生徒が何を目指すのかを明らかにすることを試みた。 

(2) 授業実践 

「課題の設定」、「情報の収集」、「整理・分析」、「まとめ・表現」、「振り返り・考えの更新」

の各過程における振り返り（Reflection）の手法として、昨年度の当部会で開発した探究の

教材「エレベーターピッチ」及び「他人目標」を活用することが有用であると考えた。 

そこで、二つの教材にこの評価基準を取り入れ、実際に各開発委員の所属する学校で実

施し、成果と課題を把握した。 
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４ 研究構想図 

表２ 平成 30 年度研究開発委員会（構想図） 

【テーマ】   「探究的な学習を推進するための教材と評価方法の開発」 

 

 

【現状の把握】 

［教員］普通科高等学校では、総合的な学習の時間における探究活動の取組は少なく、調べ

学習及びそのまとめにとどまっている場合が多い。また、探究活動の指導方法・手法、評

価方法等の具体的な方向性が統一されていない現状がある。 

そのため、抽象的な指導方針しか理解できておらず、指導者間での指導技術やモチベー

ション等のばらつき、校内指導体制など様々な問題点が散見される。 

［生徒］先行している課題研究等において、探究課題が見付からない、課題解決方法が分か

らない等、各段階での課題が存在している。 

 

 

【課題の整理】 

探究活動を導入するために必要な知識や理解、具体的な指導事例、教材が不足していると

ともに、探究活動における評価規準や評価方法が明確でないために統一した指導が困難にな

っている。 

①「探究的な学習の時間」において、何をやるのか、何を成果とするかを明確にする必要性

がある。 

②探究活動の「振り返り」が客観的に行えるような仕組みを構築する必要がある。 

 

 

【研究の概要】 

先行研究（昨年度の教育開発委員会）で検討された「探究活動を導入するために必要な知

識や理解、具体的な指導事例、教材」における探究活動の評価基準や評価方法、生徒が客観

的に振り返ることのできる方法を研究開発する。 

 

 

【研究の具体的な方法】 

［成果物①］資質・能力の三つの柱「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学び

に向かう力・人間性」と探究のプロセスに必要な力「課題の設定」、「情報の収集」、「整理・

分析」、「まとめ・表現」、「振り返り・考えの更新」と関連付けた評価基準 

［成果物②］先行研究の学習指導案（エレベーター・ピッチ及び他人目標）について、評価

基準を設定し、生徒の振り返りを明確にした指導案の改良を行う。 

 
 

【成果検証の方法】 

 検証授業における評価シート等の記述で考察を行う。 
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Ⅲ 研究の内容 

１ 年間指導計画 

普通科の高等学校の第１学年の「総合的な探究の時間」の最終成果目標を「個人でポスタ

ー発表を行う。」とし、各学期のテーマを「探究活動における手法を学ぼう（グループ活動）」、

「探究活動をしてみよう（個人活動）」、「自ら発見した課題を他者に伝えよう」と設定して、

年間指導計画のモデル案（表３－１～表３-３）を考えた。 

 

 表３－１ 年間指導計画のモデル案 

 【１学期】テーマ：探究活動における手法を学ぼう（グループ活動） 

回数  授業の目的と授業内容  具体的な活動内容  評価・観点  

第１回 
自己紹介とマインドマップの

プレゼンテーション 

アイスブレイクを体験 

５～６人グループ 

まとめ・表現 

 

第２回 
探究活動における“気付き”

の重要性 

コンビニ看板ワークショップで自

分がいかに“気が付かないか”を

認識するためのワークショップ 

課題設定 

情報の収集 

第３回 
知らないでは済まされない!著

作権と引用規定について 

探究活動を通じて外部に発信する

際に必要な著作権や引用の作法を

学ぶ 

情報の収集 

第４回 
アンチプロブレムという考え

方 
思考法事例の紹介 

情報の収集 

整理分析 

第５回 
すごく流行るラーメン屋をプ

ロデュースする 

自分たちの考えた案を３分程度で

発表する 

課題設定 

整理分析 

第６回 なぜなぜ 5 回という課題解決 

思考法事例の紹介 

テーマについてグループごとに 

30 秒プレゼンテーション 

整理分析 

まとめ・表現 

第７回 
アイデアの創出法という課題

解決 

思考法事例の紹介 

テーマについてグループごとに 

30 秒プレゼンテーション 

整理分析 

まとめ・表現 

第８回 
研究ノートの記録方法・文献 

調査の方法を知ろう 
検索サイトなどで文献を調査する 情報の収集 

第９回 論文ワークショップ 
査読者になったつもりで論文を 

読む 

情報の収集 

整理分析 

第 10 回 
好きなことをとことん 

調べよう 
グループワーク 

多くの問いを立て、分類する。 

分類別に追求してみる。 

調べたこと分類し、見えてきたも

のを言葉にしよう。（KJ 法等） 

課題設定 

情報の収集 

整理分析 

まとめ・表現 
第 11 回 調べたことをまとめよう 

第 12 回 

ポスター作成ワークショップ 

自分の意見を広めよう。 

プレゼンテーション練習 

模造紙にまとめて発表する。 

まとめ・表現 

第 13 回 
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表３－２ 年間指導計画のモデル案 

 【２学期】テーマ：探究活動をしてみよう（個人活動） 

回数  授業の目的と授業内容  具体的な活動内容  評価・観点  

第 14 回 

他人目標第 1 回：夏休みの課題

（個人テーマ設定）をプレゼン

テーション 

テーマ設定の動機、背景 
課題設定 

 

第 15 回 
探究活動： 

先行研究、文献の収集 先行研究の探査、関連資料の収集 
課題設定 

情報の収集 
第 16 回 探究活動：問いの絞り込み 

第 17 回 
探究活動： 

仮説の設定及び検証法 

仮説と実現可能な検証法 
情報の収集 

整理分析 
第 18 回 

他人目標第 2 回：仮説と検証方

法のプレゼンテーション 

アイデアの収集 課題設定 

情報の収集 整理分析 

第 19 回 
探究活動：検証（実験、アンケ

ート、文献調査等）の実践 

実験、フィールドワーク、 

アンケート、聞き取り、文献調査

等 

情報の収集 

整理分析 
第 20 回 

第 21 回 

第 22 回 
他人目標第 3 回：検証（実験、

アンケート調査等）の軌道修正  
検証の問題点の気付き 課題設定 

情報の収集 

整理分析 

まとめ・表現 

第 23 回 
探究活動：修正後の検証の実践

～結果をまとめる～ 

検証の深化、派生、修正を経て結

果を導く 
第 24 回 

第 25 回 

第 26 回 
中間ポスター発表（テーマから

まとめの見通しまで）  
最終発表へ向けての練習 まとめ・表現 

 

表３－３ 年間指導計画のモデル案 

 【３学期】テーマ：自ら発見した課題を他者に伝えよう 

回数  授業の目的と授業内容  具体的な活動内容  評価・観点  
第 27 回 

探究活動の検証の補追～まと

め～結論～研究要綱の作成  

１ 結果の解釈、社会的価値、自

己にとっての意義を考え、新た

な課題を設定する。 

２ ポスター作成のための研究要

綱を作成する。 

課題設定 

情報の収集 

整理分析 

第 28 回 

第 29 回 

第 30 回 

第 31 回 

発表用ポスター作成・練習①

（人を引き付けるポスター・発

表時の作法） 

ポスター作成に向けた準備 まとめ・表現 

第 33 回 発表用ポスター作成・練習②  まとめ・表現 

第 34 回 

探究発表会 

（ポスター発表準備会） 

30 秒プレゼン（エレベーターピ

ッチによって概要を発表） 

発表に向けた思考整理 まとめ・表現 

第 35 回 探究発表会（ポスター発表） 発表してみる まとめ・表現 
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２ 評価基準（ルーブリック） 

本年度の研究課題として、「総合的な探究の時間」における探究活動の評価基準（コモン・

ルーブリック）の作成を行った（表４－１、表４－２）。来年度から都立高校へ導入される「総

合的な探究の時間」における探究活動において、普通科の高等学校で使用できる評価基準の

作成を目的とし、吟味・検討を繰り返した。併せて、この評価基準をもとに探究学習フレー

ムワーク（PC×R サイクル）を検討した（図１）。 

評価基準（コモン・ルーブリック）の特徴は、Ⅰ「問題発見（Problem）」、Ⅱ「結論（Conclusion）」

を２軸に置き、＋α「これまでの観点の振り返り（Reflection）」の三つの評価観点で構成さ

れている点である。そして、Ⅰ「問題発見（Problem）」は、１「問題発見（課題設定）Problem」、

２「研究計画 Plan」、３「データの収集（情報の収集）Data」、４「分析・整理 Analysis」

の四つの中観点、Ⅱ「結論（Conclusion）」は、５「結論（まとめ・表現）Conclusion」一つ

の中観点で構成されている。さらに、五つの中観点は、それぞれ三つの小観点（①～③）で

構成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図１ 探究学習フレームワーク 

※ PBL (Problem Based Learning) 
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表４－１ 探究活動の評価基準Ⅰ（コモン・ルーブリック） 

 評価の観点 中観点 小観点 身に付ける力 

Ⅰ 
問題発見  

Problem 

１ 

問題発見 

（課題設定） 

Problem 

①文献検索 情報を収集する力 

②問題把握と明確化 トピックスから疑問を作り出す力 

③疑問の整理 
疑問を深めて調べることを 

決める力 

２ 
研究計画 

Plan 

①研究計画の作成 
どのように解決に至るかを 

見通す力  （検証計画の立案） 

②活用データ（資料） 

の選定 

既存のデータを使うのか、新た

な調査をするのかを選定する力 

③計画のための知識 

の習得 

不足している知識を習得する力 

３ 

データの収集 

（情報の収集） 

Data 

①計画に基づいた 

データの収集 

情報を収集する力 

②集めたデータを 

吟味する力 

探索を広げたり深めたりする 

方法、情報の収集を計画する力 

③データの整理 収集したデータを整備する力 

４ 
分析・整理 

Analysis 

①表やグラフの作成 

統計処理のために収集したデー

タを整理・分析し、目的に合っ

た表やグラフを作成する力 

（統計処理） 

②問題点の分析 

比較、分類、関連付け、多面的

にみるなどの思考する力 

          （分析） 

③分析結果の検証・考察

（仮説との違いの比較） 

分析結果より因果関係などに気

付く力       （考察） 

Ⅱ 
結論   

Conclusion 
５ 

結論 

（まとめ・表現） 

Conclusion 

①分析結果のまとめ 
得られたデータから客観的に解

釈し、情報から主張をつくる力 

②レポートの作成 

（著作権への配慮） 

著作権に配慮し、説得力のある

伝え方、主張と根拠の間の論理

を通す力、不要な情報を捨てる

力、自己成果の不足に気付く力 

（報告書） 

③発表と討論 

反論を想定する力、反論に対処

する力、コメントや質問を理解

する力 

（発表、コミュニケーション） 

＋

α 

これまでの観点の振り返り    

Reflection 

①これまでの観点の 

振り返り 

探究のプロセスを振り返る力 

（自己分析） 

②これまでの新たな 

アイディア 

次につながる課題を見付ける力 

（考え方の更新） 

③情報の共有（グループ研

究のみ） 

情報を共有する力 

（コミュニケーション） 
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表４－２ 探究活動の評価基準Ⅱ（コモン・ルーブリック） 

 中観点 小観点 身に付ける力 Ａ Ｂ Ｃ 

１ 

問題

発見 

 

①文献検索 情報を収集する力 

書籍、論文等の検索

か ら 多 く の 適 切 な

事例を得ている。 

書籍、論文等の検索

か ら 一 つ は 適 切 な

事例を得ている。 

書籍、論文等の検索

か ら 一 つ は 類 似 事

例を得ている。 

②問題把握

と明確化 

ト ピ ッ ク ス か ら 疑

問を作り出す力 

論 理 的 に 気 付 き を

得て、多くの疑問を

作り出している。 

論 理 的 に 気 付 き を

得 て 一 つ は 疑 問 を

作り出している。 

気付きを得て、一つ

は 疑 問 を 作 り 出 し

ている。 

③疑問の整

理 

疑 問 を 深 め て 調 べ

ることを決める力 

複数の疑問から、論

理 的 に 深 め る 内 容

を 適 切 な 数 決 定 で

きている。 

複数の疑問から、論

理 的 に 深 め る 内 容

を 一 つ は 絞 れ て い

る。 

複数の疑問から、深

め る 内 容 を 一 つ は

絞れている。 

２ 
研究

計画 

①研究計画

の作成 

ど の よ う に 解 決 に

至 る か を 見 通 す 力

（検証計画の立案） 

目標を決め、それを

解 決 す る た め の 具

体 的 で 実 現 可 能 な

計画を立て、課題研

究 を 開 始 す る こ と

ができる。 

目標を決め、それを

解 決 す る た め の 計

画を立て、課題研究

を 開 始 す る こ と が

できる。 

目標を決め、それを

解 決 す る た め の 計

画を立てたが、課題

研 究 を 開 始 す る に

は課題が残る。 

②活用デー

タ（資料）

の選定 

既 存 の デ ー タ を 使

うのか、新たな調査

を す る の か を 選 定

する力 

調 査 計 画 を 見 通 し

て 、 既 存 の デ ー タ

（ 資 料 ） を 使 う の

か、新たな調査をす

るのか、具体的で実

現 可 能 な も の を 選

定している。 

調 査 計 画 を 見 通 し

て 、 既 存 の デ ー タ

（ 資 料 ） を 使 う の

か、新たな調査をす

る の か 選 定 し て い

る。 

既 存 の デ ー タ （ 資

料）を使うのか、新

た な 調 査 を す る の

か、ものを選定して

いる。 

③計画のた

めの知識

の習得 

不 足 し て い る 知 識

を習得する力 

調 査 計 画 を 立 て る

前に、論理的に不足

し て い る 知 識 を 必

要数見いだし、それ

を 全 て 習 得 し て い

る。 

調 査 計 画 を 立 て る

前に、論理的に不足

し て い る 知 識 を 一

部見いだし、それを

全て習得している。 

調 査 計 画 を 立 て る

前に、不足している

知 識 を 一 部 見 い だ

し、それを一つは習

得している。 

３ 

デー

タの

収集  

①計画に基

づいたデ

ータの収

集 

情報を収集する力 

書籍、論文等の検索

か ら 多 く の 適 切 な

事例を得ている。 

書籍、論文等の検索

か ら 一 つ は 適 切 な

事例を得ている。 

書籍、論文等の検索

か ら 一 つ は 類 似 事

例を得ている。 

②集めたデ

ータの吟

味 

探 索 を 広 げ た り 深

めたりする方法、情

報 の 収 集 を 計 画 す

る力 

集めた情報から、足

り な い 情 報 を 把 握

し、深く考察し、具

体 的 な 調 査 の 道 筋

を 立 て 、 不 備 が な

く、実現可能で具体

的 な 情 報 収 集 計 画

を 立 て る こ と が で

きる。 

集めた情報から、足

り な い 情 報 を 把 握

し、深く考察し、調

査の道筋を立て、あ

る程度、実現可能な

具 体 的 な 情 報 収 集

計 画 を 立 て る こ と

ができる。 

集めた情報から、足

り な い 情 報 を 把 握

と 深 い 考 察 の う ち

一つを考慮し、調査

の道筋を立て、課題

は残るが、情報収集

計 画 と 認 め る こ と

ができる。 

③データの

整理 

収 集 し た デ ー タ を

整備する力 

収集した情報を論理

的に理解し、課題研

究への必要性の可否

を的確に判断し、具

体的で妥当な情報の

整備している。 

収 集 し た 情 報 を 論

理的に理解し、課題

研 究 へ の 必 要 性 の

可否を判断し、情報

の整備している。 

収 集 し た 情 報 を 理

解し、課題研究への

必 要 性 の 可 否 を 判

断し、情報の整備し

ている。 
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 中観点 小観点 身に付ける力 Ａ Ｂ Ｃ 

４ 
分析

整理 

①表やグラ

フの作成 

統 計 処 理 の た め に

収 集 し た デ ー タ を

整理・分析し、目的

に 合 っ た 表 や グ ラ

フを作成する力 

（統計処理） 

統 計 処 理 の た め に

収 集 し た 情 報 や デ

ー タ を 論 理 的 に 整

理・分析し、最も目

的 に 合 っ た グ ラ フ

を作成している。 

統 計 処 理 の た め に

収 集 し た 情 報 や デ

ー タ を 論 理 的 に 整

理・分析し、目的と

す る も の が 分 か る

グ ラ フ を 作 成 し て

いる。 

統 計 処 理 の た め に

収 集 し た 情 報 や デ

ー タ を 整 理 ・ 分 析

し、グラフを作成し

ている。 

②問題点の

分析 

比較、分類、関連付

け、多面的にみるな

どの思考する力 

（分析） 

情 報 や デ ー タ を 論

理的に比較、分類、

関連付け、多面的に

みるなどの思考が、

必 要 な 項 目 全 て で

きている。 

情 報 や デ ー タ を 論

理的に比較、分類、

関連付け、多面的に

みるなどの思考が、

必 要 な 項 目 の う ち

幾つかできている。 

情 報 や デ ー タ を 比

較、分類、関連付け、

多 面 的 に み る な ど

の思考が、一つはで

きている。 

③ 分析結果

の検証・考

察(仮説と

の違いの

比較） 

分 析 結 果 よ り 因 果

関 係 な ど に 気 付 く

力（考察） 

情 報 や デ ー タ の 分

析結果から、論理的

に 因 果 関 係 な ど を

必 要 数 見 い だ し て

いる。 

情 報 や デ ー タ の 分

析結果から、論理的

に 因 果 関 係 な ど を

幾 つ か 見 い だ し て

いる。 

情 報 や デ ー タ の 分

析結果から、因果関

係 な ど を １ つ は 見

いだしている。 

５ 

結論 

(まとめ・表現) 

Conclusion 

①分析結果

のまとめ 

得 ら れ た デ ー タ か

ら客観的に解釈し、

情 報 か ら 主 張 を つ

くる力 

得 ら れ た デ ー タ か

ら客観的に解釈し、

分 析 し た 情 報 や デ

ー タ の 解 析 結 果 か

ら 論 理 的 な 主 張 を

必 要 数 つ く る こ と

ができている。 

得 ら れ た デ ー タ か

ら客観的に解釈し、

分 析 し た 情 報 や デ

ー タ の 解 析 結 果 か

ら 論 理 的 な 主 張 を

幾 つ か つ く る こ と

ができている。 

分 析 し た 情 報 や デ

ー タ の 解 析 結 果 か

ら 主 張 を 一 つ は つ

く る こ と が で き て

いる。 

②レポート

の 作 成

（著作権

への配慮） 

著作権に配慮し、説

得力のある伝え方、

主 張 と 根 拠 の 間 の

論理を通す力、不要

な情報を捨てる力、

自 己 成 果 の 不 足 に

気付く力（報告書） 

著作権に配慮し、説

得力のある伝え方、

主 張 と 根 拠 の 間 の

論理を通す力、不要

な情報を捨てる力、

自 己 成 果 の 不 足 に

気 付 く 力 が 全 て 身

に付いている。 

著作権に配慮し、説

得力のある伝え方、

主 張 と 根 拠 の 間 の

論理を通す力、不要

な 情 報 を 捨 て る 力

自 己 成 果 の 不 足 に

気 付 く 力 が 二 つ は

身に付いている。 

著作権に配慮し、説

得力のある伝え方、

主 張 と 根 拠 の 間 の

論理を通す力、不要

な 情 報 を 捨 て る 力

が 一 つ は 身 に 付 い

ている。 

③発表と討

論 

反論を想定する力、

反論に対処する力、

コ メ ン ト や 質 問 を

理解する力 

（発表、コミュニケ

ーション） 

反論を想定する力、

反論に対処する力、

コ メ ン ト や 質 問 を

理 解 す る 力 が 全 て

身に付いている。 

反論を想定する力、

反論に対処する力、

コ メ ン ト や 質 問 を

理 解 す る 力 が 二 つ

は身に付いている。 

反論を想定する力、

反論に対処する力、

コ メ ン ト や 質 問 を

理 解 す る 力 が 一 つ

は身に付いている。 

＋

α 

これ 

まで 

の観 

点の 

振り 

返り 

Reflection 

①これまで

の観点の

振り返り 

探 究 の プ ロ セ ス を

振り返る力 

（自己分析） 

本 観 点 全 体 を 見 渡

し、探究のプロセス

を 論 理 的 に 振 り 返

る こ と が で き て い

る。 

本 観 点 の 一 部 に つ

いて、探究のプロセ

ス を 論 理 的 に 振 り

返 る こ と が で き て

いる。 

本観点を通して、探

究 の プ ロ セ ス を 振

り 返 る こ と が で き

ている。 

②これまで

の新たな

アイディ

ア 

次 に つ な が る 課 題

を見付ける力 

（考え方の更新） 

本 観 点 全 体 を 見 渡

し、研究結果をもと

に、次につながる課

題 を 論 理 的 に 複 数

個見いだしている。 

本 観 点 の 一 部 に つ

いて、研究結果をも

とに、次につながる

課 題 を 論 理 的 に 一

つ は 見 い だ し て い

る。 

本観点を通して、研

究結果をもとに、次

に つ な が る 課 題 を

一 つ は 見 い だ し て

いる。 

③情報の共

有（グル

ープ研究

のみ） 

情報を共有する力 

（ コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョン） 

グループ全員が、適

切 に コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を 取 れ て お

り、具体的な情報共

有方法を見いだし、

論 理 的 に 適 切 な 情

報 を 必 要 数 全 て 共

有している。 

グループ全員が、適

切 に コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を 取 れ て お

り、具体的な情報共

有方法を見いだし、

論 理 的 に 適 切 な 情

報 を あ る 程 度 共 有

している。 

グループ全員が、適

切 に コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を 取 れ て お

り、論理的に適切な

情 報 を あ る 程 度 共

有している。 
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評価シートは、各中観点（「問題発見（課題設定）Problem」、「研究計画 Plan」、「データの

収集（情報の収集）Data」、「分析・整理 Analysis」、「結論（まとめ・表現）Conclusion」）

と＋α「これまでの観点の振り返り Reflection」で構成されており、探究活動の進度に応じ

て観点ごとに評価できるように作成している。例えば、評価シート（No.1）は中観点 1 とα、

評価シート（No.2）は中観点２とαを組み合わせて自己評価や他己評価に活用することによ

り、探究活動の振り返りを行う。（表５） 

 表５ 「総合的な探究の時間」評価シート 
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本評価基準を設定する最大のねらいは、Ⅰ「問題発見（Problem）」を四つの中観点に分け、

繰り返し仮説検証実験を行う点にある。このように、「トライアル・アンド・エラー」を繰り

返した結果、課題設定が深まり、探究活動の締めくくりとして、最後にⅡ「結論（Conclusion）」

を行うことで、全体として探究活動の精度が向上するように工夫した。 

なぜなら、先行して探究活動を実施した都立高等学校等において、各中観点（１～５）の

１サイクルで探究活動を完結してしまうケースが多く、さらに結果から新たな課題を発見し、

探究を深めるケースが少なかったからである。 

探究学習フレームワーク（Ｐ(Problem)Ｃ(Conclusion)×Ｒ(Reflection)サイクル）につい

ては、近年、統計学の分野で用いられる課題解決フレームワーク（Ｐ(Problem)Ｐ(Plan)Ｄ

(Data)Ａ(Analysis)Ｃ(Conclusion)サイクル）を参考にし、探究学習に特化した新たな学習

フレームワークとして検討した。 

なお、今回の評価基準は、普通科の都立高等学校で使用できることを目的としたため、評

価内容は抽象的なものとなっているが、校種を問わず、各校で使用する際は、それぞれの実

情に合わせて、適宜、評価内容の文言を具体的なものに変更して活用することを考えている。 

３ 教材例 

(1) エレベーターピッチ ＜まとめ・表現＞  
ア 学習指導案 

１題 材 名 エレベーターピッチ 

２観   点 まとめ・発表 

３育成すべき資質・能力 《まとめ》 ○情報から主張をつくる力  ○主張と根拠の間の論理を通す力 

《表 現》 ○説得力のある表現 

４内   容 （１）自分の考え（提案）を論理的かつ簡潔に整理してまとめる。 

（２）自分の考え（提案）を短時間（15 秒～30 秒）で伝える。 

５ね ら い 自分の考えや思いを効果的に伝えるためのエレベーターピッチという手法を学び、発

表準備を通して論理的にものごとを考え、実際に短い時間で要点を押さえた発表ができ

るようになることをねらいとする。 

６振 り 返 り  （１）ワークシートの構造が理解できたか。 

（２）ワークシートを活用して、自分の考えを論理的にまとめることができたか。 

（３）ワークシートを活用して、自分の考えを簡潔にプレゼンテーションできたか。 

（４）他者のプレゼンテーションについて、適切な評価ができたか。 

７単 元 計 画  １時間目：エレベーターピッチの手法の意義と手法を学ぶ。 

２時間目：エレベーターピッチの手法を活用して、他者へ自分の考えを簡潔に伝えるこ

とを体験するとともに、他の者のプレゼンテーションの評価をする。（本時） 

８ 本時の指導案（２時間） 

時 間 生徒の活動 指導の留意点 評価のポイント 

導入 

10 分 

・本時の流れの確認をする。 

・個人練習を行う。 

・エレベーターピッチの手法の確認 

・ワークシートの作成内容を確認 

・評価のポイントを確認 

取組の意欲 

・事前準備の状

況から 
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発表 

30 分 

・発表者は、20 秒～30 秒で自分の

考え（提案）についてプレゼンテ

ーションを行う。 

 

・聴者は、発表者のプレゼンテーシ

ョンを「評価シート１」により評

価する。 

・プレゼンテーションの時間 

・プレゼンテーションの構成 

 

 

・ねらいに即したプレゼンテーション

であるかや、発表者の主張が分かり

やすいかを評価する。 

まとめ 

・論理的な構成

表現 

・簡潔な表現 

まとめ 

10 分 

・「評価シート２」による振り返り

を行う。 

 

・エレベーターピッチの手法が理解 

及び習得できたか。 

・ワークシートを活用して、論理的に 

自分の考えをまとめることができた 

か。 

・時間内に的確にプレゼンテーション 

することができたか。 

・他者を適切に評価する態度があった 

か。 

振り返り 

・項目ごとに適

切に捉えるこ

とができてい

るか 

９ その他 

［プレゼンテーションの課題］ 

①○○高校をより良くするために、あなたはどうするか。 

 ②１００円のオレンジジュースを１０００円で売るために、あなたならどうするか。 

 ③これからの世の中にあると良い商品やサービスについて、あなたならどのようなものを考えるか。 

［ワークシート］ 

①ＧＴＣメモ         ：プレゼンテーション前に目的や話す対象者を確認 

 ②エレベーターピッチのフレーム：プレゼンテーションの流れを整理 

［振り返り］ 

 ①評価シート１：他者の評価  ②評価シート２：自己評価 

10 評価シート１及び評価シート２ 

 

（テーマ）

出席 氏名 テーマ 論理的で分かりやすかったか？ コメント

1 ４　　　　３　　　　２　　　　１

2 ４　　　　３　　　　２　　　　１

3 ４　　　　３　　　　２　　　　１

4 ４　　　　３　　　　２　　　　１

5 ４　　　　３　　　　２　　　　１

6 ４　　　　３　　　　２　　　　１

7 ４　　　　３　　　　２　　　　１

8 ４　　　　３　　　　２　　　　１

9 ４　　　　３　　　　２　　　　１

10 ４　　　　３　　　　２　　　　１

評価シート1　　　エレベーターピッチの手法を活用したプレゼンテーション

①○○高校をより良くするために、あなたはどうするか

②１００円のオレンジジュースを１０００円で売るために、あなたならどうするか

③これからの世の中にあると良い商品やサービスについて、あなたならどのようなものを考えるか

－54－



 
 

「評価シート２」  
評価の観点  Ａ  Ｂ  Ｃ  自己評価  

計画立案  

目標を決め、それを実現す

るための計画を立て、明確

に役割分担を行い、探究活

動ができた。  

目標を決め、それを実現す

るための計画を立て、探究

活動を始めることができ

た。  

目標、計画を決めずに、探

究活動を始めた。  
 

取組意欲  
（事前準備）  

ワークシートを活用して、

自分の考えを効果的にま

とめ、発表原稿を作成し

た。  

ワークシートを活用して、

自分の考えを効果的にま

とめた。  

指示が与えられないと行

動することができない。ま

たは、指示があっても行動

できない。  

 

表現力  
（プレゼンテ

ーション）  

ワークシートに基づいて

時間内に自分の考えを論

理的かつ明確に伝えるこ

とができた。  

ワークシートに基づいて、

時間内に自分の考えを明

確に伝えることができた。 

ワークシートどおりに自

分の考えを述べることが

できない。  

 

コミュニ  
ケーション  

肯定的な態度で、積極的に

自らの意見を述べ、他の班

員を議論に巻き込み、合意

に向けた話し合いができ

る。  

肯定的な態度で、積極的に

自らの意見を述べること

ができる。  

否定的な態度で、コミュニ

ケーションを取ろうとし

ない。  

 

報告書  
読み手がいることを意識

し、図やグラフを入れ、分

かりやすく記述している。 

読み手がいることを意識

し、分かりやすく記述して

いる。  

読み手がいることを意識

せず、読みづらい報告書を

書いている。  

 

感想・反省  

 

11 生徒の感想及び授業方法等 

○生徒の感想 

・最初のつかみが面白いと聞きたくなる。  ・もっと話に強弱をつければ良かったと思った。 

・他の人の意見を聞くと、一つのポイントを詳しく具体的に話している人が多くて、とても分かりやすか

ったです。30 秒しかない短い時間の中では、一つのポイントを具体的に言う方が効果的だと考えます。 

・今回は自己評価が全てＢになってしまいましたが、次回以降Ａが１個でも増えるよう、まず慣れる。そ

して、発表を研究していこうと思いました。 

・準備不足と練習不足でした。自分の考えを簡潔に伝えるって難しいと改めて思いました。最初のつかみ

が面白いと聞きたくなります。 

・ジェスチャーするのだったら、意味のあるジェスチャーをするべきだと考えました。 

○授業方法 

・今回の授業実践では、教員２名で実施した。２名いることで、各担当である司会や評価に集中すること

ができた。生徒の発表に、正当な評価を実施するためには、教員２名の配置が望ましい。 

イ 考察 

本実践では、他者の評価と自己評価に関する２種類の評価シートを用いて、評価を行っ

た。「評価シート１」では、他者の評価について、「４：大変分かった」、「３：分かった」、

「２：あまり分からなかった」、「１：分からなかった」の４段階で行い、また、「評価シー

ト２」では、自己評価について、「計画立案」、「取組意欲（事前準備）」、「表現力（プレゼ

ンテーション）」、「コミュニケーション」、「報告書」の五つの観点を用いて、評価の高い順

に「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」の３段階で実施した。   
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   この実践において、「評価シート１」では、「４：大変分かった」、「３：分かった」と肯

定的に評価する割合が全体的に高く、「２：あまり分からなかった」、「１：分からなかった」

との評価は相対的に少なかった。また、この生徒による評価と授業担当者による評価に大

きな隔たりはなかった。  
   「評価シート２」に関しては、「計画立案」、「表現力（プレゼンテーション）」、「コミュ

ニケーション」、「報告書」の四つの観点で、「Ｂ」の評価が 70％台と圧倒的に多かった。

また、肯定的な「Ａ」の評価が、「取組意欲（事前準備）」の観点 27％、「表現力（プレゼ

ンテーション）」の観点で 22％あった。自己評価で「Ａ」がある生徒は、他者の評価や授

業担当者の評価も全体的に高い傾向にある。 

以上の結果から、「評価シート１」、「評価シート２」など事前に評価基準を示すことによ

り、適切な評価をしていることから有効に機能したと考える。 

   なお、２名の教員が司会者と評価者という役割分担を行った上で実践した。その結果、

各自の役割に集中することができ、発表に対しての正当な評価をすることができた。授業

担当者は１名ではなく、２名で実践することが必要であると考える。 

   また、生徒の感想から、２回の授業実践を通じて、「エレベーターピッチという手法」を

学ぶことは、充分にできていると感じる。しかし、発表の最中に原稿に目を落としてしま

う場合もあり、また、具体的な事象や数字への言及が少なく、説得力に欠ける発表も目立

った。説得力のある発表にするためには、準備段階での指導が重要である。 

(2) 他人目標 ＜まとめ・表現＞ 

ア 学習指導案 

１題 材 名 他人目標 

２観   点 まとめ・発表→振り返り→仮説の深化、新たな気付き 

３育成すべき資質・能力 《まとめ・発表》主張と根拠の間の論理を通す力、説得力のある表現力 

《逆プレゼンテーション》発表者の立場に立って具体的に提案する力 

《振り返り》批評者との討論、アドバイスにより仮説を深化させる力 

４内   容 （１）発表者は主張を論理的かつ簡潔に自分の考えを短時間（5 分）で伝える。 

（２）批評者は発表者の立場になって逆プレゼンテーションを行う。 

（３）批評者からの提案、討論から新たな気付きを得る。 

５ね ら い 発表者は仮説に至る道筋、検証法などについてプレゼンテーションを行う。批評者は

発表者の立場に立って逆プレゼンテーションを行う。他人脳＊を生かして自己の仮説を

育てることをねらいとする。 

６振 り 返 り  （１）発表者は自己の主張を簡潔に伝えられたか。 

（２）批評者は発表者の立場になって考えを伝えられたか。 

（３）発表者は批評者の意見を今後どのように生かしていけたか。 

７単 元 計 画  課題研究における仮説に至る過程と検証方法についてのプレゼンテーションを他人

目標ワークショップ形式で行う。批評者との対話型の相互理解、テーマの共同構築を行

い、自己の仮説を総合評価する。（本時） 

８ 本時の指導案（２時間） 

時 間 生徒の活動 指導の留意点 評価のポイント 

導入 

10 分 

・本時の流れの確認をする。 

・20 人を４人×５グループに分け

る。 

・一人あたり所要時間 20 分×４人 

・他人目標ワークショップの目標確認 

・ワークショップの流れとルールを 

確認 

・評価のポイントを確認 
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発表 

5 分 

 

 

 

 

質 疑 応

答 2 分 

 

逆提案 

作成 

5 分 

 

 

 

 

 

発 表 質

疑 2 分× 

3 人 

・発表者は、５分で自分の提案につ

いてプレゼンテーションを行う。 

・批評者は発表者のプレゼンテーシ

ョンを「評価シート１」により評

価する。 

 

・プレゼンテーションに対しての 

質疑応答 

 

・批評者は「評価シート１」をもと

に“私が～さんだったら” 「シ

ート２」に逆プレゼンテーション

を作成する。 

・批評者は発表者の立場になりテー

マの絞り込み、検証法について提

案する。 

 

・発表者は提案に対して「なぜその

ように考えたのか」掘り下げて質

問する。 

・プレゼンテーションの時間 

・プレゼンテーションの構成 

・評価シートに評価メモを取るよう 

促す。 

 

 

・他人目標のルールの徹底 

 

 

・発表者の抱える問題点を見つけ出し

提案できたか。 

 

 

・時間内に的確にプレゼンテーション

することができたか。 

まとめ 

・論理的な構成

表現 

・簡潔な表現 

 

 

共感力 

・当事者意識 

 

提案力 

・共同立案の 

意識 

まとめ 

10 分 

・批評者は「シート２」を発表者に

提出する。 

・発表者は自己のテーマ、検証法を

修正する。 

・他人目標の理解及び習得 

・批評者は他者を適切に評価する態度

があったか。 

・批評者は共同立案の態度があったか。 

・発表者は批評者からの提案をどう 

受け止めたか。 

振り返り 

 

９ その他 

［他人目標の流れ］ 

○事前課題：５分のプレゼンテーション作成  

・「課題の把握」「仮説の設定」「検証計画」について、用紙にまとめておく。 

○ワークショップ：他人目標「他人脳で仮説を育てる」 

・発表者は時間が限られているので的確な文言で表現する。 

・批評者は短所や欠点を並べ立てることではない。「評価シート１」 

・逆プレゼンテーションでは、発表者になったつもりで考え、テーマを発展させる。 

・「シート２」に「私が○○さんだったら、……と考えます。」と提案する。 

・発表者は他人脳からテーマの再構築に応用する。 
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［他人目標ルール］ 

・質疑応答の場面では「で、なにがしたいの？」「それは無理かな？」「それ、意味があるの？」などの

質問は禁止。 

［注］ 

他人脳＊：「他の人の意見や考え」の意味で使用 

10 評価シート１ 

仮説・検証法の評価  表発表者  組  番 氏名       テーマ： 

評価の観点 Ａ Ｂ Ｃ 評価 

先行研究 

事例の調査 

書籍、論文等の検索から

多くの事例を得ている。 

書籍、論文等の検索か

ら幾つかの事例を得

ている。 

書籍論文等の検索から一

つの事例を得ている。 
 

問いの深化 

仮説 

多くの問いを絞り込み、

仮説を立てている。検証

後の段階も考えている。 

幾つかの問いを絞り

込み、仮説を立ててい

る。 

一つの問いより、仮説を

立てている。 

 

検証計画 

実現可能な手法で不備が

ない。用いる手法の妥当

性と次の検証段階まで考

察している。 

実現可能な手法で、用

いる手法の妥当性を

考えている。 

実現可能な手法か疑問が

残る。 

 

メモ 

 

11 生徒の感想等 

・調べ学習が足りない。（多数）・自分の検証方法が穴だらけだったことに気が付いた。 

・検証方法が甘い。絞り込まれていない。・結果をしっかり予測していなかった。（多数） 

・意欲的に考えてもらって楽しくなった。頑張ろうと思う。 

イ 考察 

本実践の目的は課題研究のテーマ設定及び検証法を他人脳で深化させることを目的とし

た。事前に課題の把握・仮説の設定・検証計画をまとめさせることが、プレゼンテーショ

ンの評価の観点を明示することになった。 

本時では、「評価シート」を中心に一つのテーマについて三つの提案がされる。逆プレゼ

ンテーションは批評者の当事者意識、共同参画の意識が反映される。発表者は批評者のリ

ターンを受け取ることにより、自己のテーマを再認識ができ、テーマの問題点を見いだす

ことができた。批評者は、当事者意識は批評力を養い、発表者は自分のテーマの意義を見

いだすことができた。結果的に、探究活動全体に対しての取組意欲が増し、課題設定や検

証方法について深く考察できるようになった。 

本時のシートは３項目、評価基準３段階に設定したが、探究活動の段階に応じて項目、

評価基準を設定変更ができる。このワークショップで対話の重要性を経験すると、あらゆ

るシーンで生徒たちが自主的に探究活動を始めることができると考える。 
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Ⅳ 研究のまとめ 

１ 成果 

本研究を通して得られた成果を次に示す。 

(1) 年間指導計画、評価規準等について 

従来から専門学科高校で行っていた課題研究を参考にして、普通科高校でも対応できる

年間指導計画を検討し、「探究活動における手法の習得（グループ活動）」、「探究活動（個

人活動）」、「まとめ・発表」の具体的な年間指導計画の例を提示した。 

また、統計学の分野で用いられる課題解決フレームワーク（ＰＰＤＡＣサイクル）を参

考にするとともに、専門学科における課題研究の取組を検証することで、「課題設定→研究

計画→データ（情報）の収集→分析・整理」を「問題発見」、「結論」と考え、その各場面

で「振り返り（リフレクション）」を行う探究学習に関するフレームワークを提案し、フレ

ームワークに対応した評価基準を提案することができた。探究の様々な場面においてリフ

レクションを行うことにより、それぞれの過程での深まりができ、リフレクションの評価

基準に基づいて行うことにより、生徒も教員も注意すべき観点が明確となり、より良い結

果が得られることを生徒の感想等から実感した。今後は、探究活動の手法が全ての教科で

行われることで、探究的な見方・考え方を確実に身に付けることができると考える。 

(2) 教材等について 

   研究内容の発表構成や効果的な発表方法を習得するための教材「エレベーターピッチ」

の評価基準を明確にしたことで、評価している生徒が良い発表の構成や方法についての理

解を深めた。 

   また、教材「他人目標」の評価基準を明確にして、「課題設定」の「振り返り（リフレク

ション）」に活用することにより、各生徒は「課題設定」を深く検討する機会となった。教

材「他人目標」は、各段階の振り返りに適していることが分かった。 

２ 課題 

次に、本研究を通して明らかになった課題を次に示す。 

(1) 課題設定における先行研究等の調査について 

生徒・教員ともに「課題設定」が最も重要であることに捉われ、何をすべきか分からず

に取組が浅くなり、探究が単なる「調べ学習」に留まっていることが課題である。今回、

検討した評価基準では、課題設定に当たり、様々な先行研究の調査や資料の調査、細かな

実験を実施することが必要となるが、論文等の閲覧に制限があり、十分な調査からの課題

設定とならないことが課題として明らかとなり、インターネット等における検索環境を整

備することが必要である。 

(2) 評価方法について 

自己評価や生徒同士の評価については、評価規準を明確にすることで可能となったが、

教員が生徒一人一人に対する評価については、対応する教員が少なく十分にできないこと

が課題として明らかとなった。教員の専門性や自身の探究活動経験の有無により「指導が

十分に行えない」「指導方法が分からない」といった教員の力量にも差があるため、研究や

探究に関する研修の機会を設けることが必要である。 
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３ 今後に向けて 

今回の研究で、探究活動の適切な教材を活用することで生徒の気付きを促すことができ、

到達目標を明確にすることで内容の理解が深まることが分かった。生徒の取組を評価するた

めの一貫した評価基準とその方法を更に深化させる必要があるとともに、次のような点を解

決していく必要がある。 

１点目は、都立高校生がアクセスしやすい論文の閲覧環境の構築である。課題設定には、

多くの論文や文献の調査は必要である。新たな課題や新規性を含んだ課題を設定するために

は、査読論文等の学術的文献を参考にし、先行研究や既知の事実等をしっかり把握し、社会

的、科学的に有用的な課題を設定することが望ましい。しかし、現在の環境では、インター

ネットでの検索程度にとどまっており、学術的な文献を調べる環境が整っていない。また、

学術論文を検索するためには論文検索サイトの利用することが望ましいが、権利等の制約か

ら多くの論文検索サイトは有料の場合が多く、無料の場合でもアブストラクト程度の閲覧し

かできないことが多い。今後は、都立図書館や大学図書館の活用等が、より深い学びを促す

ためには必要である。 

２点目は、外部人材の活用である。新たな学習体系である探究活動は指導者側にも様々な

ノウハウが必要である。教員自身の研究活動の経験の有無も指導力に大きくかかわってくる。

そのため、修士、博士を取得している教員による研修制度や、研究活動に携わっている大学

院生などをメンターとして活用していくなどの機会を設定する必要がある。これにより生徒

や探究活動の指導経験のない教員が、探究活動に対する指導・助言を受けることで研究の方

法やポイントをできると考える。 

３点目は、探究活動を行うための校内体制の改善、時間の確保、教員の意識改革である。

探究活動は従来の教授法と異なり、生徒との密な連携、指導が必要である。また、生徒一人

一人の興味関心を引き出し、よりよい探究活動にするためには教員一人が 40 名を担当するこ

とは限界であると考える。また、探究活動を先行的に行っている学校においても、探究活動

への教員の熱意のばらつきが大きく、一部の教員に負担がかかる場合が多く見受けられた。 

今後、探究活動を全都立学校で実施するためにはこれら校内体制の整備が不可欠であり、

探究活動を司る分掌の設置、教務部等他分掌との連携、各教科との連携及び全員体制での探

究活動の実施等が肝要である。 
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〈情報教育研究開発委員会〉 

研究主題 

プログラミングを活用した各教科等における深い学びの実現 

～情報モラルとの関連を重視した指導方法を踏まえて～ 

研究の概要 

Ⅰ 研究の目的 

 新学習指導要領では、小・中・高等学校のいずれの学校段階においても、「学習の基盤と

なる資質・能力」として「情報活用能力」が位置付けられている。本研究で育成を目指すプ

ログラミング的思考と情報モラルは、この「情報活用能力」に含まれている。 

また、小学校におけるプログラミング教育では、プログラミング的思考を育むことで、プ

ログラムの働きや情報社会が情報技術によって支えられていることなどに気付くこと、コン

ピュータ等を上手に活用して身近な問題を解決したり、よりよい社会を築いたりしようとす

る態度を育むこと、そして各教科等での学びをより確実なものとすることがねらいとされて

いる。（小学校プログラミング教育の手引（第二版）平成 30 年 11 月） 

各教科等での学びをより確実なものとすることは、小・中・高等学校のいずれの段階にお

いても重要である。そこで、研究主題を「プログラミングを活用した各教科等における深い

学びの実現」と設定し、「プログラミング的思考及びプログラミングの技能の基礎を育むこ

と」と「プログラミングを活用して各教科等の学びをより確実なものにすること」の二つの

視点で研究を進めることにした。さらに、プログラミングの技能の習得等に偏ることなく、

併せて情報モラルも向上させる指導方法を開発するために、副主題を「情報モラルとの関連

を重視した指導方法を踏まえて」とした。 

 

Ⅱ 育てたい児童・生徒像 

 

 本研究では、昨年度までの研究開発を踏まえて、プログラミングを活用して各教科等の学

びをより確実なものにするための指導方法の開発に取り組んだ。併せて、プログラミングを

活用した学びの中で、常に情報モラルを意識させる指導方法も研究した。 

 具体的には、次の二つの視点で検証授業を行った。第一は、情報モラルを意識しながら、

プログラミング的思考やプログラミングの技能を育む学習活動に取り組むことであり、小学

校の総合的な学習の時間、中学校の技術・家庭科、高等学校の情報科で行った。第二は、情

報モラルを意識しながら、プログラミングを活用して各教科等の学びをより確実なものにす

ることであり、小学校の家庭科、中学校の社会科で行った。 

授業後には、児童・生徒の意識を調査するためのアンケートを実施し、「プログラミング

の技能の習得」と「情報モラルへの意識の向上」の関係性について検証した。 

・様々な場面でプログラミング的思考を活用し問題解決できる。 

・情報や情報技術を活用するとき、常に情報モラルを意識して適切な行動がとれる。 
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Ⅲ 研究構想図 

  

 未来投資会議において大学入学共通テストに教科「情報」の試験を導入する方針が示された。 

 ＩｏＴ、ビッグデータ、人工知能をはじめとしたデータ利活用に関連した技術革新による新たな産業構造の変化、

第四次産業革命への対応 

 

高度ＩＴ利活用社会における今後の学校教育の在り方に関する有識者会議提言(平成 29 年 10 月) 

 プログラミング教育のような新たな教育活動に対して、管理職によるカリキュラム・マネジメントが鍵となる。 

 新学習指導要領の完全実施までに、教員に対しプログラミング教育に対する理解促進を図ることが必要となる。 

 企業等の持つ教育資源の活用を促進するために、学校教育と民間企業等が参画しやすい環境を整えていくことが

必要である。 

社会的な背景 

研
究
の
背
景 

学校の実態 

中央教育審議会答申（平成 28 年 12 月）を踏まえ、小学校及び中学校の学習指導要領が告示 

（平成 29 年３月） 

 総則において、情報活用能力を言語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置付け 

 小学校学習指導要領において、文字入力など基本的な操作を習得し、プログラミング的思考を育成する

ことが明記 

 総則において、情報活用能力の育成を図るために学校のＩＣＴ環境整備とＩＣＴを活用した学習活動の

充実に配慮することが明記 

研究主題 プログラミングを活用した各教科等における深い学びの実現 

～情報モラルとの関連を重視した指導方法を踏まえて～ 

 

 様々な場面でプログラミングを活用し問題解決できる。 

 情報や情報技術を活用するとき、常に情報モラルを意識して適切な行動がとれる。 

育てたい児童・生徒像 

 

 プログラミング教育の手法を活用し、児童・生徒が論理的思考力を高める学習活動を展開することによ

って、各教科等における学びをより確実なものにすることができると考えられる。 

 プログラミング教育に関する学習活動の中に情報モラルに関する学習を取り入れれば、情報モラルを向

上させることができ、その結果、高度ＩＴ利活用社会に主体的に参画し、貢献しようとする態度の素地

を養うことにつながると考えられる。 

研究仮説 

 

 教科等横断的な視点に立った学習の基盤となる資質・能力の育成 

 発達の段階を考慮し、言語能力、情報活用能力（情報モラルを含む）、問題発見・解決能力等の学習の基盤と

なる資質・能力を育成する。 

 情報活用能力のためのＩＣＴ操作の習得 

 児童がコンピュータで文字を入力するなどの学習の基盤として必要となる情報手段の基本的な操作を習得す

るための学習活動 

 児童がプログラミングを体験しながら，コンピュータに意図した処理を行わせるために必要な論理的思考力

を身に付けるための学習活動 

研
究
の
内
容 

 

○小学校 

 総合的な学習の時間 

 家庭科（調理） 

○中学校 

 社会科（地理的分野・時差の計算） 

○高等学校 

 情報科（プログラミング） 

プログラミング 

学習指導要領（平成 29 年３月）等 

 

○小学校 

 他人や社会への影響を考えて行動する 

 情報にも、自他の権利があることを知り、尊重する 

○中学校 

 情報社会における自分の責任や義務について考え行動する 

○高等学校 

・情報セキュリティの基礎的な知識を身に付ける 

成果と課題 

情報モラル 

 各教科等の学習におけるプログラミングの活用 

 情報モラル教育で目指す到達目標の整理 

 プログラミング教育と情報モラル教育を融合させた授業実践 
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Ⅳ 研究仮説の設定 

プログラミングを活用し、児童・生徒が論理的思考力を高める学習活動を展開することに

よって、各教科等における学びをより確実なものにすることができると考えられる。また、

プログラミング教育に関する学習活動の中に情報モラルに関する学習を取り入れれば、情報

モラルを向上させることができ、その結果、高度ＩＴ利活用社会に主体的に参画し、貢献し

ようとする態度の素地を養うことにつながると考えられる。 

 

Ⅴ 研究の方法 

１ 文献研究 

本研究では、以下の文献や資料の収集・分析を通して、各校種・各教科等におけるプログ

ラミングの活用を検討するとともに、情報モラルを向上させる教材を開発した。 

 

 

 

２ 研究の方針 

「小学校プログラミング教育の手引（第二版）」では、プログラミング的思考は「自分が

意図する一連の活動を実現するために、どのような動きの組み合わせが必要であり、一つ一

つの動きに対応した記号を、どのように組み合わせたらいいのか、記号の組み合わせをどの

ように改善していけば、より意図した活動に近付くのか、といったことを論理的に考えてい

く力」と定義されている。そして、「子供たちが将来どのような職業に就くとしても、『プロ

グラミング的思考』などを育んでいくことが必要であり、そのため、小・中・高等学校を通

じて、プログラミング教育の実施を、子供たちの発達の段階に応じて位置付けていくことが

求められる」とされている。 

本研究では、教科等のねらいを達成するために「プログラミング的思考」を活用すること

と、中学校の技術・家庭科から高等

学校の情報科につながる「プログラ

ミングの技能の習得」との関係を図

１のように捉え、発達の段階に応じ

たプログラミング教育の方法を検

討した。 

「プログラミング的思考」を育み

ながら、各教科等の学びを深めるこ

とにプログラミングが適用できる

単元を精査し、小学校の総合的な学

習の時間及び家庭科、中学校の技

術・家庭科、高等学校の情報科にお

いて検証授業を行った。 

 

ア 小学校プログラミング教育の手引（第二版）（文部科学省 平成 30 年 11 月） 

イ Society 5.0 に向けた人材育成 （未来投資会議 平成 30 年６月 ） 

ウ 情報モラル教育実践ガイダンス （国立教育政策研究所 平成 23 年３月） 

図１ プログラミング的思考とプログラミング
の技能の習得との関係性 

プログラミング的思考 

プログラミングの技能 

情報モラル・情報セキュリティ 

小 学 校 中 学 校 高等学校 
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【参考資料】情報活用能力を構成する資質・能力 

（「小学校プログラミング教育の手引（第二版）」より） 

 

表１ プログラミング教育で目指す到達目標 

 
また、情報活用能力を構成する資質・能力のうち「情報や情報技術を適切かつ効果的に活

用して情報社会に主体的に参画し、その発展に寄与しようとする態度等を身に付けているこ

と。」に着目し、表２に示すとおり、「自分自身との関わり」「他者との関わり」「社会との関

わり」という観点を縦軸に、発達の段階を横軸に、「情報モラル教育で目指す到達目標」を

明確にした。それにより、プログラミング教育の指導計画を立てる際、プログラミング的思

考やプログラミングの技能の育成と同時に情報モラルを身に付けさせるために、情報モラル

のどのような項目を意識させるべきかを参照できるよう工夫した。その上で、情報活用能力

の両輪として、プログラミング教育と情報モラルの育成を一体的に進めていく授業実践に取

り組んだ。 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

情報と情報技術を活用した問題
の発見・解決等の方法や、情報化
の進展が社会の中で果たす役割
や影響、情報に関する法・制度や
マナー、個人が果たす役割や責任
等について、情報の科学的な理解
に裏打ちされた形で理解し、情報
と情報技術を適切に活用するた
めに必要な技能を身に付けてい
ること。 

様々な事象を情報とその結
び付きの視点から捉え、複
数の情報を結び付けて新た
な意味を見出す力や、問題
の発見・解決に向けて情報
技術を適切かつ効果的に活
用する力を身に付けている
こと。 

情報や情報技術を適切かつ
効果的に活用して情報社会
に主体的に参画し、その発
展に寄与しようとする態度
等を身に付けていること。 

 小 学 校 中 学 校 高 等 学 校 

①
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等 

（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
） 

自分が意図する一連の
活動を実現するために、
どのような動きの組み
合わせが必要であり、一
つ一つの動きに対応し
た記号を、どのように組
み合わせたらいいのか、
記号の組み合わせをど
のように改善していけ
ば、より意図した活動に
近付くのか、といったこ
とを論理的に考えるこ
とができる。 

問題を見いだして課題を設
定し、使用するメディアを複
合する方法とその効果的な
利用方法等を構想したり、入
出力されるデータの流れを
元に計測・制御システムを構
想したりして情報処理の手
順を具体化するとともに、制
作の過程や結果の評価、改善
及び修正について考えるこ
とができる。 

目的に応じたアルゴリズ
ムを考え適切な方法で表
現し、プログラミングに
よりコンピュータや情報
通信ネットワークを活用
するとともに、その過程
を評価し改善することが
できる。 

②
知
識
・
技
能 

身近な生活でコンピュ
ータが活用されている
ことや、問題の解決には
必要な手順があること
に気付くことができる。 

情報通信ネットワークの構
成と、情報を利用するための
基本的な仕組み及び計測・制
御システムの仕組みを理解
し、安全・適切なプログラム
の制作、動作の確認及びデバ
ッグ等ができる。 

アルゴリズムを表現する
手段、プログラミングに
よってコンピュータや情
報通信ネットワークを活
用する方法について理解
し技能を身に付けること
ができる。 
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表２ 情報モラル教育で目指す到達目標（提言）

分類 

小学校 

「知る」 
情報モラルに関する

知識を得る 

中学校 

「分かる」 
情報モラルにかかわ
る判断ができる 

高等学校 

「活かす」 
主体的に情報モラル

を活用する 

自
分
自
身
と
の
関
わ
り 

健
康
と
安
全 

健康への知恵 

安全や健康を害する

ような行動を抑制で

きる。 

自他の安全や健康を

害するような行動を

抑制できる。 

自他の安全や健康に

配慮した行動ができ

る。 

安全への知恵 

情報社会の危険から

身を守るとともに、

不適切な情報に対応

できる。 

危険を予測し被害を

予防できる。 

危険を予測し被害を

予防するとともに安

全に活用できる。 

情報を正しく安全に

利用することに努め

る。 

情報を正しく安全に

活用するための知識

や技術を身に付け

る。 

情報を正しく安全に

活用するための知識

や技術を基に行動で

きる。 

情報 

セキュリティ 

生活の中で必要とな

る情報セキュリティ

の基本を知る。 

情報セキュリティに

関する基礎的・基本

的な知識を身に付け

る。 

情報セキュリティに

関する基礎的・基本

的な知識を活用でき

る。 

情報セキュリティの

確保のために、様々

な対策があることを

知る。 

情報セキュリティの

確保のために、対策

を講じることができ

る。 

情報セキュリティの

確保のために、状況

に応じた対策・対応

がとれる。 

他
者
と
の
関
わ
り 

情
報
発
信
と 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

情報社会の倫理 

発信する情報や情報

社会での行動に責任

をもつ。 

情報社会への参画に

おいて、責任ある態

度で臨む。 

情報社会への参画に

おいて、責任ある態

度で臨み、義務を果

たす。 

公共的な 

ネットワーク 

社会の構築 

情報社会の一員とし

て、公共的な意識を

もつ。 

情報社会の一員とし

て、公共的な意識を

もち、適切な判断や

行動ができる。 

情報社会の一員とし

て、公共的な意識を

もち、適切な判断や

行動を主体的にでき

る。 

社
会
と
の
関
わ
り 

法
の
理
解
と
遵
守
と 

ネ
ッ
ト
社
会
の
構
築 

法の理解と遵守 

情報社会でのルール

やマナーを遵守でき

る。 

社会は互いにルール

や法律を守ることに

よって成り立ってい

ることを知る。 

情報に関する法律の

内容を理解し、遵守

する。 

ネット社会の 

構築 

情報に関する自分自

身や他者の権利を尊

重する。 

情報に関する自分自

身や他者の権利を理

解し、尊重する。 

情報に関する自分自

身や他者の権利がも

つ社会性を理解し、

尊重する。 
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３ 検証授業 

以上の方針を踏まえ、次の２つの視点で検証授業を実施した。第一は、情報モラルを意識

しながら、プログラミング的思考やプログラミングの技能を育む学習活動に取り組むことで

あり、小学校の総合的な学習の時間、中学校の技術・家庭科、高等学校の情報科で行った。

第二は、情報モラルを意識しながら、プログラミングを活用して各教科等の学びをより確実

なものにすることであり、小学校の家庭科、中学校の社会科で行った。 

 

Ⅵ 実践研究の実施 

以下のとおり、小・中・高等学校の６校において検証授業を行った。 

１ Ａ小学校 第５学年 総合的な学習の時間 

概要：センサー教材を用いてプログラミングの技能を習得しながら、「他者や社会へ

の影響を考えて行動する」という情報モラルの視点を意識させる。 

２ Ｂ小学校 第５学年 家庭科 

概要：家庭科のレシピをフローチャートとして考えることでプログラミング的思考

を活用する。「情報（レシピ）にも、自他の権利があることを知り、尊重する」

という情報モラルの視点を意識させる。 

３ Ｃ中学校 第１学年 社会科（別途、指導資料説明会で学習指導案を配布） 

概要：地理的分野で時差の計算にプログラミング的思考を用いる。小学校段階でビ

ジュアルプログラミング言語を体験していることを前提に、時差の計算につ

いて、フローチャートを活用して計算方法を習得させる。 

４ Ｄ中学校 第２学年 技術・家庭科 

概要：技術・家庭科でプログラミングの単元を実施する際、地理的分野で学んだ時

差の計算をテーマとして扱い、地理的分野の学びに活用できるプログラミン

グの技能を育む。「情報社会における自分の責任や義務について考え行動する」

という視点で、時差のある中で通信を行う場合の行動を考えさせる。 

５ Ｅ高等学校 第１学年 情報科 

概要：「情報の科学」の授業でコーディングさせる際、一般に公開されていないと思

っているような情報でもプログラムコードを記述することで見えてしまう場

合があることを体験させ、情報セキュリティについての意識を高める。 

６ Ｆ高等学校 第１学年 情報科 

概要：情報のデジタル化について学ぶ中で、画像の色調を変更したり、グレースケ

ールに変換したりするプログラムをコーディングする。実際に画像の加工を

行い、どのような使われ方をするのかを考えることで、情報リテラシーを身

に付ける。 

 

以下に検証授業の学習指導案を示す。  
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１ 単元名   情報「ＩＣＴプロジェクト ～センサーの活用～」  
２ 単元の目標    日常生活や社会の中で利用されているコンピュータが動くためには、

プログラムが必要であることを理解し、意図した動作をさせる体験を通

して、主体的にコンピュータを役立てようとする態度を育てる。  
３ 指導観 

(1) 単元観 

身近な生活におけるコンピュータの働きに着目して、情報社会に関する探究的な学習を

進めることを通して、コンピュータを主体的に活用し、よりよい暮らしを実現するための

資質・能力を育む。  
(2) 教材観 

センサー教材は、ＬＥＤ、ボタンスイッチのほか、温度センサー、照度センサー、加速

度センサー、磁力センサー等が組み込まれている。この教材を活用して、条件分岐のある

プログラムを作成し、その動作を確認することを学ぶ。  
４ 指導に当たっての事前学習 

ビジュアルプログラミング言語を活用したプログラミング体験を通して、ブロックを組み

合わせてプログラムを作成する基本的な技能を身に付けている。  
５ 単元の指導計画（５時間扱い） 

 

学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

１ 

インターネットに公開されて

いる、情報技術を紹介する学

習番組を視聴する。 

「コンピュータ＝パソコン」では

ないことに気付かせるとともに、

センサーの働きについても理解

させる。 

身近な生活における様々な場

面で、コンピュータが活用され

ていることに気付いている。

【知・理】（ワークシート） 

２ 

センサー教材を活用して、セ

ンサー機能について学習す

る。 

ボタンスイッチ、照度、加速度を

中心に、簡単なプログラムを例示

して理解させる。 

問題の解決には必要な手順が

あ る こ と に 気 付 い て い る 。

【知・理】（ワークシート） 

３
（
本
時
） 

センサー教材を活用して、セ

ンサーによって条件を感知

し、メッセージを表示させる。 

メッセージの内容を考えること

に時間をかけ過ぎないよう、具体

的な場面を設定し、いくつか文例

を提示する。 

自分が意図する一連の活動を実現

するために、どのようなコードの

組み合わせが必要であり、一つ一

つのコードをどのように組み合わ

せたらいいのか、コードの組み合

せをどのように改善していけば意

図した活動により近付くのか、論

理的に考え、説明することができ

る。【思・判・表】（ワークシー

ト・作品） 

４ 

センサー教材を活用して、セ

ンサーによって条件を感知

し、自分が意図する動作をさ

せる。 

グループ活動によってアイデア

を交換させながら、プログラムを

作らせる。 

５ 

暮らしをより楽しくしたり、

より便利にしたりする道具を

考え、他者と説明し合う。 

前時までの学習経験を生かしつ

つ、児童が自由な発想で「未来の

道具」を想像できるように支援す

る。 

コンピュータの働きを、よりよ

い人生や社会づくりに生かそ

うとしている。【関・意・態】

（ワークシート） 

ＩＣＴプロジェクト ～センサーの活用～ 

小学校第５学年 総合的な学習の時間「情報」 

他者との関わり 
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６ 本時の流れ 

時間 具体的な学習活動 指導上の留意点・配慮事項 学習到達度目標 

導 

入 

５ 

分 

 身近にある電光掲示板の写真を見て、メッセ

ージが表示される仕組みについて、意見を交

換する。 

 プログラムによってメッセージが表示され

ていることに気付き、本時の課題を把握す

る。 

 

身近にある電光掲示（駅

の電光掲示板等）の写真

を掲示する。 

 

 

展 

開 

１ 

 

10 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 ワークシートに、電光掲示板のアイデアを書

く。 

 

 周りの人に与える影響を考えて、見た人がう

れしい気持ちや、楽しい気持ちになるような

メッセージを考える。 

例：暗くなったら、「オヤスミナサイ」と

表示する。 

例：振ったら、ランダムで「〇」「Ｖ」「＝」

を表示する。 

例：Ａボタンを押したら、「オカエリナサ

イ」と表示する。 

 

 

 

メッセージはカタカナ

か図形で表現させる。 

 

電光掲示板の公共性に

ついて触れ、情報モラル

の視点をもたせる。 

 

アイデアを考えるのに

時間がかかり過ぎない

よう、作品例を提示した

り、具体的な場面を設定

したりする。 

 

 

 

他 者 や 社 会 へ

の 影 響 を 考 え

て 行 動 す る こ

とができる。 

 

自 分 が 意 図 す

る 一 連 の 活 動

を 実 現 す る た

めに、どのよう

な コ ー ド の 組

み 合 わ せ が 必

要であり、一つ

一 つ の コ ー ド

を ど の よ う に

組 み 合 わ せ た

らいいのか、コ

ー ド の 組 み 合

わ せ を ど の よ

う に 改 善 し て

い け ば 意 図 し

た 活 動 に よ り

近付くのか、論

理的に考え、説

明 す る こ と が

できる。 

 

展 

開 

２ 

 

20 

分 

 ペアとなり、オリジナル電光掲示板を作成す

る。 

①タブレットＰＣのアプリでプログラムを

つくる。 

②プログラムをセンサー教材にダウンロー

ドする。 

③プログラムを実行して、確かめる。 

④プログラム画面を「画面保存」し、提出

する。 

 

 オリジナル電光掲示板を説明し合う。 

 

アプリ上で動作を確認

してからダウンロード

させる。 

 

授業支援システムを活

用してプログラム画面

を提出させる。 

 

 

ま 

と 

め 

10 

分 

 周りの人への影響を考えながら、電光掲示板

にメッセージを表示するプログラムを作成

する学習を通して、気付いたことや感じたこ

とをワークシートに書き、本時の学習を振り

返る。 

 

 

 

７ 児童の変容 

「お誕生日の人のために、暗くなったら、『オメデトウ』と表示する。」など、センサーを

活用して自分が意図したとおりにメッセージを表示させる活動を通して、人間が作ったプロ

グラムによって電光掲示板が動作していることを体験的に理解できた。また、メッセージを

送る相手を意識させることで、電光掲示板の公共性について気付かせることができた。  

いろいろなコードを組み合わせて、オリジナル電光掲示板をつくろう。 
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１ 単元名  家庭科「調理の手順 ～フローチャート～」  
２ 単元の目標     日常の食事に関心をもち、主食の重要性を理解し米飯とみそ汁の調

理ができる。  
３ 指導観 

(1) 単元観 

児童が食生活に関わる取組に協力することで、家族の一員として大切な役割を果たせて

いけるようにすることが重要であると考えた。また、食事の中心となる米飯とみそ汁の調

理ができるようにすることで、主食の重要性に気付かせたい。  
(2) 教材観 

身近な課題である調理を取り上げ、手順を細分化して見直し、フローチャートで書き表

すことで、プログラミング的思考を育み、順次・分岐・反復の考え方を身に付けさせるこ

とをねらいとしたい。  
４ 指導に当たっての事前学習 

基本的なフローチャートの書き方やルール、特に順次・分岐・反復の考え方、表し方につ

いて事前に学習した。  
５ 単元の指導計画（６時間扱い） 

 

学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

１ 

学習のめあてを知り、学習の見

通しをもつ。  

五大栄養素とその働きについて

知る。  

１週間分の自分の食

事を調べさせる。  

栄養素とその働きを

結び付ける。  

五大栄養素とその働きが分か

る。【知・理】（ノート）  

２
・
３
（
本
時
） 

おいしい米飯の炊き方、みそ汁

の作り方について調べる。  

調理手順をフローチャートにし

てまとめる。  

教科書で調理方法を調

べさせる。  

順次・分岐・反復を意

識するように声をか

ける。  

情報処理の基本的な手順をフロ

ーチャートに表現できる。【技】

（ワークシート）  

４
・
５ 

米飯とみそ汁の調理実習を行

い、実食する。  

フローチャートに沿

って調理手順を確認

する。  

米飯やみそ汁を作ることができ

る。【技】（観察）  

みそ汁の具材の取り合わせを工

夫している。【創】（ノート）  

６ 

単元を振り返り、学習のまとめ

をする。  

 日常の食事に多くの種類の食品

を取り入れている。【関・意・

態】（ノート）  

 

調理の手順をフローチャートに表す 

小学校第５学年 家庭科「調理の手順 ～フローチャート～」 

社会との関わり 
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６ 本時の流れ 

時間 具体的な学習活動 指導上の留意点・配慮事項 学習到達度目標 

導 

入 

５ 

分 

 フローチャートの書き方を振り返る。 

 前時に作成した米飯の炊き方のフロー

チャートを提示し、見られた工夫を確認

する。 

順次・分岐・反復の考え方

について確認する。  

前時に行った米飯の炊き

方のフローチャートを想

起させる。 

 

展 

開 

 

 

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 グループでみそ汁の作り方を調べ、手順

を切り分けて、一つずつ付箋に書いてい

く。 

 

 
 グループで話し合い、みそ汁の作り方を

フローチャートにしてまとめる。 

 
 グループで協力して付箋を並び替え、調

理の手順を考える。 

 

 

教科書でみそ汁の作り方

を調べさせる。  

具材による作り方の違い

を調べる。  

順次・分岐・反復を意識す

るように声をかける。  

分岐する場合は、付箋の色

を変える。 

 

 

情報処理の基

本的な手順を

フローチャー

トに表現する

ことができる。 

ま 

と 

め 

10 

分 

 できあがったフローチャートを黒板に

掲示し、お互い工夫した点について確認

し、発表する。 

・手順が細分化されているか。 

・調理手順は正しいか。 

・分岐・反復が効果的に使われている 

か。 

 

 料理のレシピについて、著作権や特許に

対する配慮が必要であることを知る。 

調理の手順を順番に並べ

るだけでなく、分岐・反復

を使って分かりやすく、効

率よく書かれているとこ

ろに注目させる。 

 

 

 

具体的にレシピサイトや

ブログの例を挙げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報にも、自他

の 権 利 が あ る

ことを知り、尊

重 す る こ と が

できる。 

７ 児童の変容 

  今単元の調理は米飯とみそ汁を同時に作っていく必要があり、みそ汁の具材も各グループ

で異なるため、調理手順をそれぞれ整理する必要がある。実際の調理実習では、児童は米飯

とみそ汁を並行して、効率よく調理するためにそれぞれのフローチャートを並べて、手順を

分担して活動することができた。作るメニューは同じであっても、グループごとに調理の手

順に違いがあることに気付いたことで、料理のレシピの著作権について体験的に理解するこ

とができた。反面、調理の手順はフローチャートにすると複雑で、なかなか作成できない児

童も見られた。引き続き、フローチャートの作成に慣れていく必要があると考えられる。  

みそ汁の調理の仕方をフローチャートに表そう。 
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１ 単元名   生活の中にある計測・制御  
２ 単元の目標    様々な機器がコンピュータによって制御されていることに気付き、  

情報を処理する手順を知り、目的に合った手順を考える。  
３ 指導観 

(1) 単元観 

身近な生活の中で、コンピュータにより制御されている製品が増加している現状を確認

するとともに、どのような制御が用いられているのかを理解し、センサーなどの仕組みを

利用したプログラムの作成を通して、情報モラルを踏まえた様々な視点を養う。  
(2) 教材観 

他教科の題材をプログラミングすることで実生活での活用を促し、プログラミング教材

の基本的な操作を習得させるために、操作の手順を簡素化した。また、プログラミングに

に不可欠な様々な視点に自ら気付き、考察できるよう意見共有の時間を設けた。  
４ 指導に当たっての事前学習 

フローチャートの作成では、必要な処理項目の抜き出しから考察・改善までを一貫して行

うとともに、基本的なビジュアルプログラミング言語の使い方を指導し、個々が試行錯誤で

きるようにした。  
５ 単元の指導計画（３時間扱い） 

 学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

１ 

身近にあるコンピュータや生

活の中にある計測・制御の仕組

みを考える。  

身近な家電製品を調べる。  

身近な例を取り上げコン

ピュータ制御が日常生活

の多くの場面で活用され

ていることに気付かせる。 

生活とプログラミングの関

連について理解できる。

【知・技】 

(プリント内記述) 

２
（
本
時
） 

プログラムを考察する。  

計算を論理的にまとめる。  

プログラムの共有について考

える。  

プログラムを評価する。  

プログラムを作成すると

きには多面的な見方が必

要なことに気付かせる。 

生徒にもプログラミング

を評価する力が必要だと

認識させる。  

適切な課題設定と分岐経路

の記述ができる。 

プログラミングには様々な

視点が必要であることが理

解できる。【思・判・表】 

(プリント内記述) 

３ 

ビジュアルプログラミング言

語の使用方法を習得する。  

情報処理手順とプログラムを

理解する。  

情報処理の手順を確認する。  

経験差(操作が遅い生徒)

に配慮する。  

問題解決のために、適切なプ

ログラムを構築できる。

【知・技】 

(プリント内記述・プログラ

ミングデータ) 

 

実生活に活きるプログラミングの作成 ～時差のプログラミング～ 

中学校第２学年 技術・家庭科「プログラムによる計測・制御」 

社会との関わり 
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６ 本時の流れ 

時間 具体的な学習活動 指導上の留意点・配慮事項 学習到達度目標 

導 

入 

10 

分 

 身近にあるプログラムを考察する。 

 時差の計算方法を確認する。 

 本時の目標を提示する。 

実生活の中にはプログラ

ミングで支えられている

ことがあると意識させる。 

他教科とのつながりを感

じさせる。 

 

展 

開 

30 

分 

  
 

 

 時差の計算をプログラミング的思考に基

づきまとめる。 

 

 時差の計算についてまとめた結果を他者

と共有する。 

 時差の計算に必要な項目や、分岐の確認を

する。 

 

 ビジュアルプログラミング言語を用いて

時差プログラムを作成する。 

 作成した時差プログラムを発表し、情報共

有する。 

 自らのプログラムの改善案を考察する。 

 

 

 

 インターネットでプログラムを共有する

ことによるメリットとデメリットを確認

する。 

 プログラム共有について意見を交換する。 

 

 

 

フローチャートを活用し

て計算の手順を記述させ

る。 

正答が複数あること、構

成などにより結果は同じ

でも処理が違うことを確

認する。 

 

計算のみでは正答が導け

ないことに注目し、単純

な経度ではなく国境など

条件が必要なことに気付

かせる。 

 

 

 

皆が生活しやすい社会の

構築に向けた取り組みを

イメージさせる。 

 

 

 

論理的に計算

方法をまとめ

られる。 

 

 

 

 

 

プログラムを作

成する際にも、

国境や日付変更

線などの国際社

会のルールや国

際法が必要なこ

とを知る。 

 

情報社会の一

員として、公共

的意識につい

て考えること

ができる。 

ま 

と 

め 

10 

分 

 プログラムを評価する。 

 日々の生活で活用できるプログラムとは何

かを考え、そのことについて自分の意見を

記述する。 

効率のみではない多面的

な評価が必要なことを確

認する。 

適切にプログ

ラムを評価で

きる。 

７ 生徒の変容 

机上のみのプログラムだけではなく、実生活に即した体験からの取組姿勢と興味・関心の

向上が見られた。他教科で扱った題材を用いたことで、実用的な実感を得られた生徒が多か

った。自他が作成したプログラムを情報共有する際には、「どのように利用するのが、作成者

と利用者にとって良いのかを考えた。」など、情報モラルへの意識の高まりが生徒の意見の中

に見られた。日常におけるプログラムの活用についても理解が深まり、テレビや洗濯機など、

身近な家電製品にもプログラムが活用されていることに気付き、生活場面に即した意見が多

く出た。   

プログラムを実生活に活用してみよう。 
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１ 単元名   アルゴリズムとフローチャート  
２ 単元の目標   プログラムの基本的な考え方を理解する。  
３ 指導観 

(1) 単元観 

適切なアルゴリズムによりコンピュータに命令を与えることで、自動的に処理手順を実

行させられることを理解させ、プログラムと情報セキュリティについて考えさせる。  
(2) 教材観 

コーディングによるプログラミングを学習するきっかけとしてテキスト型プログラミン

グ言語を用いて、プログラミングの楽しさを伝えるとともに、情報モラルを考えさせる。  
４ 指導に当たっての事前学習 

生徒にとって初めてのコーディング作業となるため、プログラミングに苦手意識をもたせ

ないように、演習時間を十分に確保した。また、タイピング速度の差によって進度が遅れた

生徒を支援するために、事前に資料をデジタル配信した。  
５ 単元の指導計画（３時間扱い） 

 学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

１ 

アルゴリズムを理解する基

本となる順次・反復を体験す

る。 

中学校段階までに育んだプロ

グラミング的思考を踏まえ

て、体系的に理解させる。 

様々なアルゴリズムにつ

いて、積極的に取り組む

ことができる。【思・判・

表】 

２
（
本
時
） 

コーディングによるプログ

ラミングを体験するととも

に、ソフトウェアを制作す

る。 

プログラミングを体験するこ

とを目標とし、ソフトウェア

を完成させることで、プログ

ラミングの楽しさを体感させ

る。 

サンプルプログラムを参

考にして、ソフトウェア

を制作できる。【技】 

３ 

プログラミング言語を使っ

て、プログラムの基本構造

（順次・分岐・反復）を実現

する。 

プログラミング言語によるコ

ーディングを行う上でのデバ

ッグ方法など、問題に対して、

自ら対応できるようにする。 

サンプルプログラムをも

とに、プログラムの基本

的 な 構造を 理 解する 。

【知・理】【技】 

６ 本時の流れ 

時間 具体的な学習活動 指導上の留意点・配慮事項 学習到達度目標 

導 

入 

５ 

分 

 プログラミングについて理解する。 

 作成するプログラムの概要を理解する。 

 

 

 

プログラミングの全体像

が把握できるように完成

形を見せる。 

 

 

作成するプログ

ラムの全体像が

分かる。 

 

 

 

 

 

プログラムを作成して、キャラクターを動かそう。 

基本的なアルゴリズムとプログラム 

高等学校第１学年 情報の科学 

他者との関わり 
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展 

開 

１ 

 

35 

分 

 

 

 

 プログラミングの実行環境を用意する。 

 プログラミングの入力画面と実行画面の

違いを理解する。 

 動作対象となるキャラクターを表示させ

る命令を入力する。プログラムを実行す

ることで、キャラクターが表示されるこ

とを確認する。 

 キャラクターの操作ボタンを作成する命

令を記述する。 

 操作ボタンを作成しただけでは、キャラ

クターが動作しないことを確認する。 

 作成した操作ボタンに対して、キャラク

ターが左回りに 30度回転する動作を定義

する。 

実行環境は複数のファイ

ルを一つにまとめたファ

イルに圧縮してあるの

で、展開方法を含めコン

ピュータの基礎的な操作

の復習も兼ねる。 

操作ボタンを押す前に、

動作の定義がない状態

で、ボタンを押してもキ

ャラクターが動かないこ

とを経験させる。 

ボタンに動作を定義する

ことで、キャラクターが

動くことを理解させる。 

 

 

 

 

 

プログラムは、

人が定義し、命

令すると動作す

ることを理解さ

せる。 

 

 

 

展 

開 

２ 

 

５ 

分 

 

 

 テキスト型プログラミング言語の命令を

使用して、これまで動かしてきたキャラ

クターの画像を自分の SNS アカウントに

変更する。（自分のアカウントがない場

合には、見本のアカウントを使用する） 

 

 

 

外部の API（Application 

Programming Interface）

を利用して、情報を取得

できる方法があることを

知る。API は公開されて

いるとは限らないので、

自分が意図しない情報が

漏洩していることや、プ

ログラムにより自動で収

集可能であることを理解

させる。 

インターネット

上に発信した情

報の意味を考え

る こ と が で き

る。 

ま 

と 

め 

５ 

分 

 作成したプログラムについて、振り返り

を行う。 

 

教育用 SNS のアンケート

機能を活用して振り返り

を行う。授業は教育用言

語で行ったため、現実の

プログラミング言語とは

異なることを理解させ

る。 

プログラムを書

く一連の手順を

理解する。 

７ 生徒の変容 

 生徒は、自分が利用しているプログラムがどのようなものか理解できていない。特にゲー

ムなどは、ボタンを押せば動くことが当たり前だと思っている。しかし、簡単なプログラミ

ングを通じて機能を定義することにより、コンピュータは命令を与えなければ動かないこと

が理解できるようになった。また、SNS という身近なサービスをプログラムから操作するこ

とで、普段使っている SNS もプログラムによって作られており、プログラムで SNS の情報を

操作する体験を行うことで、情報発信を行うときの情報モラルや、個人情報の扱いなどにつ

いて考えるようになった。  
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１ 単元名  情報のデジタル化  
２ 単元の目標  コンピュータ内では全ての情報がデジタル化されていることを理解する。 
３ 指導観 

(1) 単元観 

コンピュータでは、アナログ情報をデジタル化することにより、情報を劣化させること

なく、様々な情報を統合し加工できることを理解させる。  
(2) 教材観 

 ビジュアルプログラミング言語は体験しているが、コーディングは初めて体験する生徒

が多いことから、動作する状態の表計算ソフトウェアのマクロを配布する。ピクセルごと

に色情報を変更することで、様々な加工が可能になる。  
４ 指導に当たっての事前学習 

コーディングや変数の扱いなどについては深入りせず、ビジュアルプログラミング言語で

学んだ反復構造などがどのように記述されているか確認する程度にとどめ、色情報が計算式

で簡単に変更できることを確実に理解させる。  
５ 単元の指導計画（５時間扱い） 

 学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

１
～
３ 

CBT 方式の小テストを繰り返

し実施し、用語の意味や情報

量の計算方法を習得する。 

デジタル化に関する口頭試

問を受ける。 

ビットマップ画像の加工（標

本化周波数と量子化ビット

数の変更）を行い、課題に答

える。 

学習目標はルーブリック表

として示す。 

三つの課題はどの順番で取

り組んでも良いが、３時間で

全ての課題を終了するよう

促す。 

積極的な教え合い、学び合い

を促す。 

情報のデジタル化に関す

る用語の理解、デジタルデ

ータの情報量の計算がで

きる。【知・理】（CBT） 

課題に取り組むことがで

きる。【関・意・態】（ル

ーブリック表） 

内容を深く理解している。

【思・判・表】（口頭試問） 

４ 

表計算ソフトウェアのマク

ロ機能でデジタル画像を加

工する。 

サンプルプログラムを改変

してみる。 

最初は数値のみ変更してみ

るなど、簡単な変更から行う

よう指示する。 

課題に取り組むことがで

きている。【関・意・態】

（作業ファイル） 

５(

本
時
） 

デジタル画像の加工が行わ

れているか考え、ディスカッ

ションする。 

各自がどのようなことを書

いたか即時に共有できるよ

うにする。 

課題に取り組むことがで

きている。 

【関・意・態】（フォーム） 

 

情報のデジタル化 

高等学校第１学年 情報の科学 

他者との関わり 
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６ 本時の流れ 

時間 具体的な学習活動 指導上の留意点・配慮事項 学習到達度目標 

導 

入 

５ 

分 

 学習内容を確認する。 

 

 

 フォームの入力内容と入力方法を確認す

る。 

時間配分と学習内容をス

ライドで示し、学習全体

をイメージさせる。 

実際の入力フォームを見

せながら、具体的に説明

する。 

学習内容を把

握する。 

展 

開 

１ 

15 

分 

 

 

 

 フォームへ入力する。 

 デジタル画像を加工した経験の有無につ

いて確認する。 

 デジタル画像が加工されている場面とそ

の目的を知る。 

 技術の進歩により、今後可能になりそうな

デジタル画像の利用方法を考える。 

 

 

 

ある程度各自で考える時

間を取った後、必要に応

じて、インターネット等

で調べさせる。 

 

 

 

デジタル画像

が加工されて

いる場面が考

えられる。 

展 

開 

２ 

20 

分 

 他者が書いたフォームの内容を読む。 

 ディスカッションする。 

 画像の加工について、メリットとデメリッ

トを考える。 

 何に注意すべきか、情報を発信する立場と

受け取る立場から考える。 

即時に情報共有ができる

よう、集計結果をすぐに

表示する。 

単に「気を付ける」とい

う結果にならないよう、

現実的、かつ具体的な考

えになるよう促す。 

情報を発信す

る立場と受け

取る立場の両

面からメリッ

トとデメリッ

トが考えられ

る。 

ま 

と 

め 

10 

分 

 発表する。 

 

 まとめと振り返りをする。 

グループの代表に発表さ

せる。 

学習した内容を整理す

る。 

デジタル画像

の加工による

影響を考える

ことができる。 

７ 生徒の変容 

デジタル化の仕組みを学ぶ活動を通して画像を加工する仕組みについて理解を深め、デジ

タルデータは容易に加工できることに気付いた。さらに、加工されたデジタル画像が社会に

多く発信されていることについてディスカッションしたことで、画像データを加工すること

のメリットとデメリットについて多面的に考えることができた。それにより、自分が加工し

た情報を発信する場合に、情報を受け取った人への影響を考慮しなければならないことや、

反対に、自分が受け取った情報は、誰かに加工されている可能性があることについて、意識

できるようになった。  
 
 
 
 

デジタル画像が加工されていると思う場面とその目的について考えてみよう。 
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Ⅶ 検証授業後の意識調査 

１ 調査の目的 

検証授業後に、「児童・生徒のプログラミングの経験」、「プログラミングの技能の習得」、

「情報モラルへの意識」を調査するために、アンケートを実施した。  
【データ件数：小学校（高学年）＝251 件 中学校＝531 件 高等学校＝306 件】 

 
２ 分析と考察 

次の図は、「プログラミングの技能の習得」と「情報モラルへの意識」について、アンケー

ト結果をまとめたものである。  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ 情報セキュリティに対するモラル意識  
まず、「情報モラルへの意識」を調査する項目の中で、「情報セキュリティに対するモラル

意識」に着目した。校種別合計のグラフを比較すると、学校の段階が上がるにつれて、情報

セキュリティに対する意識が高まっていることが分かった。  
さらに、「プログラミングの技能の習得」の項目のうち、「見通しをもって作業に取り組む」

と「作業の取り組み方を振り返る」について肯定回答した児童・生徒のみを抽出して同様に

グラフにまとめてみた。その結果、小学校（高学年）及び中学校では「プログラミングの技

能の習得」に肯定回答している集団の方が情報セキュリティに対するモラル意識が高いこと

が分かった。また、高等学校は、全体的に情報セキュリティに対するモラル意識が高いこと

も判明した。「１気を付けている」の回答に着目すると、その傾向は顕著に表れている。  

小学校（高学年） 中学校 高等学校 

Ａ．情報セキュリティに対するモラル意識 

校種別 合計 

「見通しをもって 

作業に取り組む」 

肯定回答集団 

「作業の取り組み方を 

振り返る」 

肯定回答集団 
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図３ 自他の情報の権利に対するモラル意識  
次に、「自他の情報の権利に対するモラル意識」に着目したところ、図２と同様の傾向が見

られ、学校の段階が上がるにつれて自他の情報の権利に対するモラル意識が高まっているこ

とが分かった。  
図２と同様に、「プログラミングの技能の習得」に肯定回答している集団を抽出すると、小

学校（高学年）では「プログラミングの技能の習得」に肯定回答している集団の方が自他の

情報の権利に対するモラル意識が高いことも分かった。また、中学校及び高等学校では、全

体的に自他の情報の権利に対するモラル意識が高いことが判明した。 さらに、「１気を付け

ている」の回答に着目すると、中学校及び高等学校においても、「プログラミングの技能の習

得」に肯定回答している集団の方が自他の情報の権利に対するモラル意識が高いことが分か

った。  
以上のことから、プログラミングの技能を習得できた小学生（高学年）は、情報モラルの

意識も高まっていることが分かった。また、プログラミングの技能を習得できた中学生と高

校生について、相関して情報モラルの意識が醸成されることも分かった。よって、情報モラ

ルを意識しながら、プログラミングの技能を習得することの相乗効果は見られた。  
 

  

小学校（高学年） 中学校 高等学校 

Ｂ．自他の情報の権利に対するモラル意識 

校種別 合計 

「見通しをもって 

作業に取り組む」 

肯定回答集団 

「作業の取り組み方を 

振り返る」 

肯定回答集団 
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Ⅷ 研究のまとめ 

本研究では、各教科等の学習において、プログラミングを活用することにより各教科等の

学びをより確実なものにすることができるであろうと考え、指導方法の開発に取り組んだ。  
小学校においては、プログラミングの技能を体験的に習得することで情報技術についての

理解を深めたり、プログラミング的思考を働かせることで調理の手順をフローチャートにま

とめたりすることができた。同時に、プログラミングを活用することで主体的に情報社会に

参画することや、著作権を尊重することなど、情報モラルへの意識を高めることができた。  
中学校においては、技術・家庭科でのプログラミング学習をきっかけにして、身近な家電

製品に活用されているプログラムについて理解を深めた。自他が作成したプログラムを情報

共有するときには、「どのように利用するのが作成者と利用者にとって良いのかを考えた。」

など、自他の情報の権利を尊重しようとする態度が、生徒の意見の中に見られた。  
高等学校においては、基本的なプログラムを作成したり、画像データを加工したりする活

動を通して、情報技術への科学的な理解を深めることができた。また、SNS や画像データな

ど、生徒にとって身近な題材を取り上げたことにより、個人情報の保護や、情報を発信した

り受け取ったりするときのルールやマナーについて生徒同士で話し合い、情報共有すること

で、情報モラルや情報セキュリティに対する意識を高めることができた。  
検証授業後の意識調査の結果からは、プログラミング的思考やプログラミングの技能を育

むと同時に、児童・生徒の情報モラルを身に付けさせることの相関が明らかになった。つま

り、各校種においてプログラミング教育を進める中で、情報モラル教育を並行して進めてい

く必要があるということである。  
本研究では、プログラミング的思考やプログラミングの技能を育む指導計画を立てる際に、

情報モラルの視点を指導計画の中に取り入れることの効果を検証することができた。各教科

等の学びにおいて、プログラミングを活用したことの効果をいかにして測定し、プログラミ

ング教育としての授業評価を客観的に行う方法をどのように開発していくかが、今後の課題

である。  
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